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第５回やまもと爽郷祭り
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あ
り
あ
ま
る
公
共
施
設

維
持
管
理
に
年
間
９
億
２
千
万
円

三
豊
市
の
現
状

　
合
併
前
の
旧
７
町
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
で
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
完
結
で
き
る
施
設
を
持
っ
て
い
た
た
め
、
合
併
に
よ
り
同
種
の

施
設
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
職
員
数
と
財
政
規
模
に
つ
い
て
三
豊
市
の
実
態
を
公
開
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
回
は
市
が
所
有
す
る
公
共
施
設
に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。

三豊市の行財政改革

三

豊

市

長

　

横

　

山

　

忠

　

始

▲宿泊や研修など、さまざまな設備を備え
　ていながら、利用されていない「高瀬交
　流センター」

ほ
か
の
市
と
比
べ
て
み
る
と

新
た
な
試
み
「
民
間
へ
の
貸
し
出
し
」

　
三
豊
市
の
組
織
機
構
に
つ
い
て
、
県
内

他
市
や
類
似
団
体
と
比
べ
て
明
ら
か
な
相

違
点
は
、
支
所
、
課
、
学
校
や
幼
稚
園
、

公
共
施
設
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

の
結
果
、
面
積
の
広
い
市
で
す
が
、
支
所

が
中
心
と
な
り
、
他
市
に
は
な
い
細
や
か

な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
そ
の
一
方
で
は
、
他
市
と
比
較

し
て
管
理
職
や
職
員
数
が
多
く
、
人
件
費

や
施
設
の
維
持
管
理
費
が
高
い
と
い
う
現

実
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　　
市
内
の
公
共
施
設
を
数
え
て
み
る
と
、

自
治
会
の
集
会
場
、
消
防
屯
所
お
よ
び
公

園
等
を
除
い
た
、
建
築
物
を
有
す
る
施
設

は
、
２
４
４
施
設
あ
り
ま
す
。
支
所
関
係

３６
施
設
、
公
民
館
・
福
祉
関
係
４５
施
設
、

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
文
教
関
係
３３
施
設
、
教

育
関
係
７１
施
設
、
市
営
住
宅
２７
施
設
、
そ

の
他
３２
施
設
で
す
。

　
そ
の
う
ち
、
合
併
前
か
ら
利
用
頻
度
が

著
し
く
低
か
っ
た
も
の
が
、
１６
施
設
あ

り
、
つ
た
じ
ま
荘
、
み
の
観
光
館
、
高
瀬

交
流
セ
ン
タ
ー
、
旧
上
高
野
幼
稚
園
の
4

施
設
は
、
現
在
ま
っ
た
く
利
用
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
ま
た
、
合
併
後
に
利
用
率
が
低

下
し
た
も
の
も
、
１６
施
設
と
な
っ
て
い
ま

す
。
　
　

　
し
か
し
、
利
用
度
が
低
下
し
て
も
維
持

管
理
費
は
あ
ま
り
削
減
さ
れ
て
い
な
い
と

い
う
の
が
実
情
で
す
。
こ
の
２
４
４
施
設

の
維
持
管
理
費
（
臨
時
職
員
賃
金
、
水
道

料
、
電
気
料
、
電
話
料
、
清
掃
関
係
委
託

料
、
設
備
の
維
持
管
理
委
託
料
、
警
備
委

託
料
な
ど
）
と
維
持
補
修
費
を
合
計
す
る

と
１
年
間
に
約
９
億
２
千
万
円
か
か
っ
て

い
ま
す
。
　

　
　
　
　
 

　
そ
こ
で
三
豊
市
で
は
、
ま
ず
、
利
用
さ

れ
て
い
な
い
施
設
の
う
ち
、
み
の
観
光
館

を
民
間
に
貸
す
と
い
う
試
み
を
し
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
９
月
議
会
で
、
み
の
観
光
館
の
利
用
を

規
定
し
て
い
た
条
例
を
廃
止
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
の
で
、
柔
軟
な
発
想
で
利
用
方

法
と
利
用
先
を
求
め
て
い
き
た
い
と
準
備

に
と
り
か
か
り
ま
し
た
。

　
そ
の
他
の
利
用
さ
れ
て
い
な
い
施
設
も

ど
う
利
用
す
る
か
、
有
料
で
貸
す
の
か
あ

る
い
は
売
却
す
る
か
、
広
い
ス
タ
ン
ス
で

検
討
し
ま
す
。
利
用
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の

に
使
お
う
と
す
る
と
、
維
持
管
理
費
が
膨

ら
む
だ
け
に
な
り
ま
す
。

　
公
共
施
設
の
数
を
詳
細
ま
で
正
確
に
他

市
と
比
較
す
る
こ
と
は
、
デ
ー
タ
上
困
難

で
す
。
そ
こ
で
、
各
市
の
条
例
に
定
め
ら

れ
て
い
る
施
設
数
を
次
ペ
ー
ジ
の
表
で
比

較
し
て
み
ま
す
。

　
公
共
施
設
数
の
傾
向
が
分
か
る
参
考
資

料
と
し
て
見
て
く
だ
さ
い
。

　
三
豊
市
と
同
じ
よ
う
に
５
つ
の
町
が
集

ま
っ
て
出
来
た
さ
ぬ
き
市
は
、
た
く
さ
ん

の
施
設
が
あ
り
ま
す
が
、
す
で
に
市
と
し

て
の
伝
統
を
持
つ
丸
亀
市
ほ
か
３
市
は
、

さ
す
が
に
整
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

公 共
施 設
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三豊市の行財政改革

近隣市公共施設数（条例による）

近隣市保育所・幼稚園・小学校・中学校数比較表施
設
の
有
効
活
用
を
阻
む
適
正
化
法

気
構
え
は「
改
革
」よ
り
も「
創
造
」

認
め
ら
れ
た
利
用
目
的
の
変
更

市　　名

三 豊 市

丸 亀 市

坂 出 市

善 通 寺 市

観 音 寺 市

さ ぬ き 市

施設数

１７９

１４２

１０１

６２

１１０

１８７

三豊市

保育所（公立）

保育所（私立）

幼稚園（公立）

幼稚園（私立）

小　学　校

中　学　校

丸亀市 坂出市 観音寺市 さぬき市善通寺市

学
校
数
も
比
べ
て
み
た
ら
…

※
各
市
の
条
例
を
参
考
と
し
た
。

※
本
庁
、
支
所
、
出
張
所
、
学
校
施
設
、
幼

　
稚
園
、
保
育
所
、
給
食
セ
ン
タ
ー
、
市
営

　
住
宅
、
市
民
病
院
（
診
療
所
）
、
墓
地
、

　
下
水
道（
集
落
排
水
）、
消
防
署
は
除
く
。

　
幼
稚
園
、
保
育
所
、
小
学
校
の
あ
り

方
も
、
行
政
改
革
推
進
委
員
会
で
指
摘

を
受
け
始
め
ま
し
た
が
、
教
育
の
あ
り

方
、
地
域
の
あ
り
方
を
決
め
る
重
要
な

こ
と
で
す
の
で
、
こ
こ
も
市
民
の
皆
さ

ん
と
、
市
民
か
ら
選
挙
で
選
ば
れ
た
市

議
会
議
員
や
私
が
、
一
丸
と
な
っ
て
決

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
変
重

要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
数
の
現
状
は
他
市
と
の
比
較
が
で
き

ま
す
の
で
、
参
考
ま
で
に
近
隣
市
の

幼
・
保
・
小
・
中
学
校
数
を
紹
介
し
ま

す
と
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
三
豊
中
学
校
は
三
豊
市
に
含
む
。

※
各
市
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
考
と
し
た
。

※
休
校
・
休
園
に
つ
い
て
は
計
上
し
て
い
な
い
。

※
保
育
所
・
幼
稚
園
は
認
可
さ
れ
て
い
る
も
の

　
だ
け
を
計
上
し
た
。

　
国
の
法
律
に
、
適
正
化
法
（
補
助
金
に

係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法

律
）
と
い
う
、
国
か
ら
の
補
助
金
の
使
い

方
を
制
限
す
る
法
律
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま

り
、
国
か
ら
補
助
金
を
受
け
て
つ
く
っ
た

施
設
は
、
そ
の
目
的
以
外
に
は
使
用
し
て

は
い
け
な
い
と
い
う
法
律
で
す
。

　
し
か
し
、
合
併
し
て
１
つ
の
自
治
体
に

同
じ
施
設
が
い
く
つ
も
あ
る
と
い
う
状
況

の
中
で
、
そ
の
利
用
目
的
が
適
正
化
法
に

反
す
る
た
め
変
更
で
き
な
い
の
な
ら
、
ま

っ
た
く
ナ
ン
セ
ン
ス
で
す
。

　
合
併
し
た
自
治
体
に
は
、
こ
の
適
正
化

法
の
適
用
は
な
い
と
す
べ
き
な
の
で
す
。

　
こ
の
点
を
県
市
長
会
や
知
事
、
県
幹
部

と
の
懇
談
会
で
何
度
も
訴
え
た
と
こ
ろ
、

「
県
と
し
て
は
全
く
同
感
な
の
で
、
変
更

を
認
め
て
い
き
た
い
」
と
の
理
解
あ
る
回

答
を
得
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
既
存
施
設
の
利
用
目
的

を
変
更
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
市
職
員
に
は
、
こ
の
適
正
化
法
に
縛

ら
れ
る
こ
と
な
く
、
既
存
施
設
を
よ
り
有

効
に
利
用
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の

か
を
考
え
る
よ
う
に
と
、
強
く
指
示
し
ま

し
た
。

　
既
存
公
共
施
設
を
い
か
に
有
効
に
地
域

市
民
の
た
め
に
利
用
で
き
る
か
、
知
恵
の

絞
り
ど
き
で
あ
り
、
能
力
の
試
さ
れ
る
と

き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
三
豊
市
の
職
員
数
や
財
政

規
模
、
あ
り
あ
ま
る
公
共
施
設
の
現
実
を

見
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、

一
つ
ひ
と
つ
検
討
す
る
の
で
は
な
く
、
す

べ
て
を
包
括
し
て
考
え
、
今
後
の
１０
年
間

を
見
据
え
て
根
本
的
に
改
革
さ
れ
る
べ
き

事
項
で
す
。

　
三
豊
市
は
、「
ど
う
改
革
す
る
か
」
悩
む

よ
り
、
む
し
ろ
「
生
ま
れ
変
わ
る
」
と
い

う
感
覚
で
や
ら
な
け
れ
ば
、
こ
の
危
機
を

乗
り
越
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ

う
。
私
た
ち
は
継
承
者
で
は
な
く
、
創
造

者
の
発
想
と
気
迫
を
持
た
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
も
「
過
去
は
ど
う
だ
っ

た
」
と
い
う
発
想
で
は
な
く
、
今
か
ら
創

り
始
め
る
と
い
う
気
構
え
で
お
願
い
し
ま

す
。

　
そ
し
て
、
新
し
い
三
豊
市
を
み
ん
な
の

力
で
生
み
出
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

▲新たな道を求めて動き出した「みの観光館」
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市内各地で交通安全キャンペーン実施
　「かがわの交通安全“守ろうルール　示そうマナー”」をスローガンに、秋の全国交通安全運動が９月２１日

～３０日にかけて実施されました。これに合わせ三豊市でも各地で交通安全キャンペーンが行われました。パン

フレットや手作りマスコットを配布したほかにも、鼓笛パレードやうどんの接待など、それぞれ趣向を凝らした

方法で、道行くドライバーに安全運転を呼びかけました。

三豊市自治会連合会が
香川県防災センターを視察研修

三豊市消防団が
香川県消防操法大会に出場
　９月１７日、三豊市の代表として詫間方面隊第５分団

が、香川県防災センターで行われた、香川県消防操法大

会ポンプ車操法の部に出場しました。

　団員らは、真夏の３カ月間にも及んだ厳しい練習の

成果を発揮し、みごと優秀賞を受賞しました。

七宝山トンネルで防災訓練

　９月２２日、三豊市自治会連合会が活動の一環として、防災に関する知識・

技術を学び、行動力を高めることを目的に、香川県防災センター視察研修を

行いました。

　研修では、まずセンター職員より「自治会長は災害発生時、地域のリーダー

役として地域への伝達、行政への報告、状況把握などその責務は否が応でも

求められます。実際に災害が発生したときに右往左往しないよう、常日頃から

自治会内で防災活動の重要性を話し、自治会内の役割分担などを明確化して

おくのが大切です。」と講話がありました。その後、災害体験コーナーで、

映像や疑似体験により地震等の災害を体験しました。

　研修を終え、役員より「自治会のリーダーである自治会長としてすべきこと、実際災害が発生したときの地域

団結力がいかに大切なのかを勉強することができた。また地域内でいろいろ話しをしていきたい。」と感想があ

り、たいへん有意義な研修となりました。

▲高瀬地区交通安全経営者協議会による踏切事故防止訓練▲財田幼稚園と財田保育所園児による鼓笛演奏

　１０月３日、七宝山トンネルで火災事故を想定した防

災訓練が行われ、観音寺警察署、西讃土木事務所、三

観広域北消防署、三豊市消防団の関係者約１００人が参

加しました。

　訓練は、２年ごとに行われており、今年はトンネル

内での交通事故および車両火災が発生し、ドライバー

が負傷した設定で行われました。トンネル内の非常電

話からの連絡後、

駆けつけた職員

が救助・消火活

動を行い、連絡

系統や、救助の

手順を確認しま

した。
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消さないで　あなたの心の　注意の火

秋季全国火災予防運動と広報行事のお知らせ

～秋季全国火災予防運動の実施 ～

～小学生の火災予防ポスターを豊中町図書館に展示～

（平成１８年度全国統一防火標語）

　１１月９日から１５日までの７日間、秋季全国火災予防運動が実施されます。この運動は、火災の
発生しやすい時季を迎えるにあたり、今年度の重点目標を定め、火災予防思想の一層の普及を図る
ものです。今年度の重点目標は３つです。

　三観広域消防本部が三豊市内の小学生に火災予防ポスターを募集したところ、２５校、６０５点の応

募がありました。この中から選考された入賞以上の作品６９点を、秋季火災予防運動期間中、豊中町

図書館に展示します。

　町（市）民交通傷害保険は、交通事故による傷害を受けた人を救済するため、交通傷害保険制度を

住民の生活の安定と福祉の増進に寄与することを目的に昭和４３年から実施してきました。

　しかし、民間保険会社の各種保険や共済制度の普及・充実等により、町（市）民交通傷害保険を取

り巻く環境が変化し、当制度の加入者が減少し増加が見込めないこと、また、本事業の所期の目的

は達成されたと考えられることから、平成１８年１０月３１日をもって廃止することになりました。

　なお、現在加入されている人が、１０月３１日までに事故に遭われた場合の保険金請求は従来どお

り受け付けを行います。

～三豊市消防団が市内全域を防火パレード～

町（市）民交通傷害保険廃止のお知らせ

　三豊市消防団は秋季全国火災予防運動の一環として市内全域で防火パレードを行います。各方面

隊は、豊中町の寿工芸跡駐車場で出発式を行った後、三観広域北消防署、第二・三分署の広報車と隊

形を組み、管轄区域を巡回して住民に火災予防を呼びかけます。

住宅火災を予防するために、「いのちを守る　７つのポイント」があります。

住宅火災の発生を防止し、高齢者等を中心とする犠牲者を減少させましょう。

（1） 住宅防火対策の推進

（2） 放火火災・連続放火火災防止対策の推進

（3） 特定防火対象物等における防火安全対策の徹底

（１）寝たばこは絶対やめる。

（２）ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。

（３）ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

１１月９日（木）～１５日（水）（月曜日は休館）

午前９時３０分～午後６時

豊中町図書館　ロビー

１１月１２日（日）午前８時～１１時３０分

5

（１）逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。

（２）寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。

（３）火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器を設置する。

（４）お年寄りや体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

３つの習慣

４つの対策

期　間

時　間

日　時

場　所

問い合わせ　　総務課（交通防犯係）　☎６２－１１１１

▲

問い合わせ　　総務課（危機管理係）　☎６２－１１１１

▲



126広報 2006年11月

11月は国民年金制度推進月間
１１月６日から１２日は年金週間です

問い合わせ　善通寺社会保険事務所　国民年金課　☎ ０８７７（６２）１６６０

▲

国民年金のお知らせ

１１月から 窓口での本人確認にご協力を！

戸籍謄抄本・住民票の写しなどの交付申請の際に
本人確認ができる書類の提示をお願いします

　11月１日から、なりすましによる不正取得を防止し、市民のみなさまの大切な個人情報を守るために、市役所市民課

や各支所住民課で、窓口に来られた方の本人確認を行います。

　身分証明書の提示など、お手数をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

※本人確認のできる書類を持っていない人や本人確認が不十分な人は、職員からの質問に答えてい
　ただくことで本人確認を行います。

　「いい老後」にちなんで、毎年11月６日（いいろうご）から１２日までの１週間を「年金週間」、１１月を

「国民年金制度推進月間」と定めています。�

　国民年金は、国が責任を持って安全・確実に運営する制度です。少子化だから年金が破綻するという誤っ

た情報が聞かれますが、少子化だからこそ、将来にわたって確実なのは国が保障する国民年金なのです。�

①　国民年金は、国が責任を持って運営する制度です。世代間扶養で支え合う仕組みなので、日本の国が存続

　する限り、つぶれることはありません。　�

②　年金額の３分の１は、国が負担しています。（平成２１年度までに２分の１に引き上げられます。）�

③　国民年金は、どんなに長生きしても、生涯にわたって支給されるので安心です。� 

④　国民年金は、老後の所得を保障する老齢基礎年金だけではありません。

　　病気や事故で障害が残ったときには障害基礎年金、夫に先立たれたときには遺族基礎年金が支給され、現

　役世代の「万一」の場合にも備えることができます。� 

⑤　国民年金の年金額は、物価等の経済の変動に応じてスライドし、実質価値が守られます。�

・戸籍（戸籍・除籍・改製原戸籍・戸籍記載事項証明）、附票などの証明書

・住民票の写し（全部・一部・住民票記載事項証明）などの証明書

・印鑑登録証明書

・身分証明書など

本人確認を行う交付申請

国民年金　５つの安心

健康保険証、年金手帳、老人医療受給者証、介護保険証、住民基本台帳カード、社員証、学生証、キャッシュカード

クレジットカード、預金通帳、診察券、税金の領収書、失業保険の受給者証、生活保護受給証明書

その他これらに類するもの

上記の書類がない場合

運転免許証、パスポート、住民基本台帳カード（写真付）

身体障害者手帳（写真付）、外国人登録証

その他の官公署の発行する証明書（写真付）

本人確認のために提示していただく書類

問い合わせ　市民課　☎６２－１１１８

▲

日本国

運転免許証
□□□□□□□□□□□□□□□□□□
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問い合わせ　幼児教育課　☎73－3012

▲

平成１９年度幼稚園入園児・保育所入所児募集

7

幼　稚　園

保　育　所

1．入園対象児

2．受付期間

1．募集児童

2．受付期間および入所申込書の提出先

3．入所の条件

１１月１日（水）～１５日（水）（土・日・祝祭日を除く）

１１月１日（水）～１５日（水）（土・日・祝祭日を除く）

三豊市に住所がある（住民基本台帳に登載されている）乳幼児で、
保護者および同居親族のいずれもが勤務しているなど、家庭で十
分保育できないと認められる場合です。

4．保育所一覧

※年度途中の入所を希望している方も、この期間内に申し込んでください。ただし、
　場合により入所できないこともあります。

※入所申込書等は、各保育所、幼児教育課、各教育事務所にあります。

【受付期間】

午前８時３０分～午後５時

午前８時３０分～午後５時

希望する保育所または幼児教育課【提 出 先】

3．申込先

4．預かり保育

各幼稚園長に申込書を提出

・申し込み用紙は、各幼稚園、幼児教育課、各教育事務局にあります。
・引き続き保育を受ける園児も「入園届け」や「預かり保育申込書」が必要です。

４歳・５歳児で、幼稚園の教育時間終了後の時間に、 家庭の状況等により保育が困難
な家庭の幼児が対象です。 希望者は「預かり保育申請書」、「就労証明書」等を提出し
てください。

※豊中幼稚園、大浜幼稚園、箱浦幼稚園は、３歳・４歳・５歳児が対象となります。

０歳児

１歳児

２歳児

３歳児

４歳児

５歳児

３歳児

４歳児

５歳児

入所時に生後８カ月を経過した子ども

平成１７年４月２日～平成１８年４月１日生

平成１６年４月２日～平成１７年４月１日生

平成１５年４月２日～平成１６年４月１日生

平成１４年４月２日～平成１５年４月１日生

平成１３年４月２日～平成１４年４月１日生

平成１５年４月２日～平成１６年４月１日生

平成１４年４月２日～平成１５年４月１日生

平成１３年４月２日～平成１４年４月１日生

※三豊市に住所がある
（住民基本台帳に登載
　されている）幼児で
　あること。

保育所名 所　　在　　地 電話番号 対象年齢 定　　員

高 瀬 中 央 保 育 所

高 瀬 南 部 保 育 所

山 本 保 育 所

三 野 保 育 所

豊 中 保 育 所

松 崎 保 育 所

詫 間 保 育 所

須 田 保 育 所

仁 尾 保 育 所

財 田 保 育 所

高瀬町新名７９７ －１

高瀬町下麻６５３ －２

山本町財田西５２５ －１

三野町大見甲３８４１ －１

豊中町本山甲２２５６ －１

詫間町松崎２７８０ －４４５

詫間町詫間２０２４ －２

詫間町詫間５７９８

仁尾町仁尾丁６３６ －１

財田町財田上１４１７

７２－５９８６

７４－６２３２

６３－３０１９

７２－５３４３

６２－２０１０

８３－２１１５

８３－２１４３

８３－３０３７

８２－３２９２

６７－２１６０

０歳～５歳

０歳～３歳

０歳～５歳

０歳～５歳

０歳～２歳

０歳～５歳

０歳～５歳

１歳～５歳

０歳～５歳

０歳～３歳

１２０人

４５人

９０人

９０人

１２０人

９０人

１２０人

７０人

９０人

４５人
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会
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政
改
革
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査
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員
会
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部
広
域
競
艇
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組
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会

議
会
広
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委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

防
災
対
策
調
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特
別
委
員
会
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会
広
報
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

21252627295 341011131718

議
　
会
　
日
　
誌

月
9

月
10

日日日日日日日日日日日　日

三豊市議会・議会広報委員会

〒769－1593　三豊市豊中町本山甲201－1　☎62－1135

●三豊市議会だよりの発行・編集は ●

～

　
初
日
に
は
、
三
豊
市
一
般
会
計
補

正
予
算
９
億
９，
５
９
３
万
２
千
円

の
増
額
補
正
予
算
案
な
ど
、
２１
議
案

の
提
案
理
由
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ

り
、
続
い
て
提
出
議
案
に
つ
い
て
４

名
の
議
員
が
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
１３
日
・
１４
日
・
１５
日
の
３
日
間
に

わ
た
り
２０
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を

行
い
ま
し
た
。

　
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
各
議

案
の
細
部
に
わ
た
る
委
員
会
審
査
は

１９
日
・
２１
日
・
２５
日
に
教
育
民
生
、

２０
日
に
総
務
、
２１
日
に
建
設
経
済
の

所
管
事
項
に
つ
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
１７
年
度
旧
７
町
・
三
豊
市
一

般
会
計
及
び
特
別
会
計
決
算
認
定
３０

議
案
を
決
算
特
別
委
員
会
（
眞
鍋
昌

年
委
員
長
）
に
付
託
し
ま
し
た
。

　
２７
日
の
最
終
日
に
は
、
所
管
の
委

員
会
に
付
託
し
て
い
た
審
議
結
果
に

つ
い
て
、
各
委
員
長
か
ら
報
告
が
あ

り
、
２
議
案
を
除
き
原
案
承
認
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
議
案
２
２
７
号
人
権
尊
重
都
市
宣

言
に
つ
い
て
は
、
原
案
を
修
正
し
て

可
決
を
、
議
案
２
２
３
号
三
豊
市
病

院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
は
、
継
続
審

査
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
５
名
の
議
員
が
討
論
を
行
い
、
採

決
の
結
果
、
修
正
案
を
可
決
し
、
２５

議
案
を
委
員
長
報
告
ど
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

　
飲
酒
運
転
撲
滅
に
関
す
る
決
議
を

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

人
事
案
件

　
議
案
２
３
８
号
・
２
３
９
号
人
権

擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

同
意
し
ま
し
た
。

〔
人
権
擁
護
委
員
〕

・
藤
村
　
隆
氏
（
詫
間
町
松
崎
）

・
辻
　
演
美
氏
（
仁
尾
町
仁
尾
）

　
議
案
２
４
０
号
山
本
町
財
田
大
野

財
産
区
管
理
委
員
の
選
任
に
同
意
し

ま
し
た
。

〔
管
理
委
員
〕

・
為
広
　
員
史
氏

・
宮
武
　
英
樟
氏

・
田
渕
　
恒
雄
氏

　
議
会
選
出
の
農
業
委
員
会
委
員
を

推
薦
し
ま
し
た
。

〔
農
業
委
員
会
委
員
〕

・
為
広
　
員
史
氏

・
藤
田
　
公
正
氏

・
小
林
　
照
武
氏

・
眞
鍋
　
昌
年
氏

平
成
十
八
年

第
三
回

三
豊
市
議
会
定
例
会

　

平
成
１８
年
第
３
回
三
豊
市
議

会
定
例
会
は
、
９
月
８
日
か
ら

９
月
２７
日
ま
で
の
２０
日
間
の
日

程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
三
豊
市
総

合
計
画
審
議
会
条
例
な
ど
２５
議

案
と
、
決
議
１
件
を
可
決
・
承

認
し
、
人
事
案
件
３
件
と
農
業

委
員
会
委
員
を
同
意
・
推
薦
し

た
ほ
か
、
平
成
１７
年
度
一
般
会

計
及
び
各
特
別
会
計
な
ど
、
決

算
３０
件
と
他
１
件
を
継
続
審
査

と
し
ま
し
た
。

ひ
ろ　

み
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市
議
会
だ
よ
り

議決の結果付託委員会議案番号 案　　　　　　件

原案承認（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

継続審査（賛成多数）

原案可決（賛成多数）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

修正可決（賛成多数）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（賛成多数）

原案同意（全会一致）

原案同意（全会一致）

原案同意（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（賛成多数）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

推　　薦（全会一致）

三 豊 市 総 合 計 画 審 議 会 条 例

三 豊 市 介 護 サ ー ビ ス 事 業 基 金 条 例

三 豊 市 情 報 公 開 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

三 豊 市 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

三 豊 市 国 民 健 康 保 険 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

三豊市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例

三 豊 市 交 通 傷 害 保 険 条 例 を 廃 止 す る 条 例

三 豊 市 み の 観 光 館 条 例 を 廃 止 す る 条 例

字 の 区 域 変 更 （ 藤 前 地 区 ） に つ い て

人 権 尊 重 都 市 宣 言 に つ い て

平 成１８年 度 三 豊 市 一 般 会 計 補 正 予 算（ 第３号 ）

平成１８年度三豊市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

平成１８年度三豊市国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第１号）

平成１８年度三豊市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）

平成１８年度三豊市介護サービス事業特別会計補正予算（第２号）

平成１８年度三豊市集落排水事業特別会計補正予算（第１号）

平成１８年度三豊市港湾整備事業特別会計補正予算（第１号）

平 成１８年 度 三 豊 市 病 院 事 業 会 計 補 正 予 算（ 第１号 ）

三 豊 総 合 病 院 組 合 規 約 の 一 部 変 更 に つ い て

人 権 擁 護 委 員 候 補 者 の 推 薦 に つ い て

人 権 擁 護 委 員 候 補 者 の 推 薦 に つ い て

財 産 区 管 理 委 員 の 選 任 同 意 に つ い て

工 事 請 負 契 約 の 変 更 に つ い て

工 事 請 負 契 約 の 変 更 に つ い て

動 産 の 買 入 れ に つ い て

三豊市職員 の 給与に関する条例 の 一部を改正する条例

飲 酒 運 転 撲 滅 に 関 す る 決 議 （ 案 ）

三 豊 市 農 業 委 員 会 委 員 の 推 薦 に つ い て

総 　 　 務

総 　 　 務

教 育 民 生

総 　 　 務

総 　 　 務

教 育 民 生

教 育 民 生

総 　 　 務

総 　 　 務

建 設 経 済

教 育 民 生

教 育 民 生

教 育 民 生

教 育 民 生

教 育 民 生

教 育 民 生

教 育 民 生

建 設 経 済

教 育 民 生

教 育 民 生

総 　 　 務

教 育 民 生

教 育 民 生

教 育 民 生

議案第２１７号

議案第２１８号

議案第２１９号

議案第２２０号

議案第２２１号

議案第２２２号

議案第２２３号

議案第２２４号

議案第２２５号

議案第２２６号

議案第２２７号

議案第２２８号

議案第２２９号

議案第２３０号

議案第２３１号

議案第２３２号

議案第２３３号

議案第２３４号

議案第２３５号

議案第２３６号

議案第２３７号

議案第２３８号

議案第２３９号

議案第２４０号

議案第２４１号

議案第２４２号

議案第２４３号

議案第２４４号

議案第２４５号

決議案第２号

請 願 第２号

総務・建設経済・
教育民生（関係部分）

平成１８年第３回三豊市議会定例会　審議結果

※議案第１８７号～議案第２１６号までの平成１７年度決算認定関係３０議案は、決算特別委員会に付託され継続審議となる�   

許　　可（全会一致）
平成18年9月15日

議決年月日、平成１８年９月２７日

専決処分の承認を求めることについて（三豊市行政組織条例の一部を
改正する条例）

平成１８年度三豊市地域農産物利用促進センター事業特別会計補正予
算（第１号）

三豊市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条
例の一部を改正する条例

請願の取り下げ（「中小企業特別無担保・無保証人融資制度」の創設を
求める請願書）
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市
議
会
だ
よ
り

一

般

質

問

　
　
　
保
育
・
幼
稚
園
、
小
・
中

学
校
、
市
施
設
、
プ
ー
ル
の
設
置

管
理
と
設
備
点
検
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

　
　
　
各
学
校
、
幼
稚
園
は
遊
戯

及
び
水
泳
時
の
監
視
員
２
名
、
公

園
遊
具
は
職
員
、
管
理
委
託
業
者

に
依
頼
、
安
全
点
検
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
尚
、
各
設
備
は

旧
町
に
お
い
て
、
十
分
安
全
管
理

が
さ
れ
、
合
併
時
に
改
め
て
再
点

検
は
し
て
い
な
い
が
、
定
期
的
点

検
を
引
き
継
ぎ
安
全
確
認
し
た
。

　
　
　
今
後
の
市
施
設
用
具
、
病

院
施
設
等
の
設
置
危
険
防
止
安
全

対
策
の
市
政
を
伺
う
。

　
　
　
市
関
連
施
設
の
安
全
対
策

に
つ
い
て
は
、
事
故
防
止
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
、
内
容
を
職
員
に
徹

底
、
常
に
事
故
防
止
に
努
め
て
い

る
。

　
　
　
現
在
ま
で
病
院
の
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
が
５
回
故
障
し
た
が
、
人

身
事
故
は
な
か
っ
た
。
今
後
、
安

全
で
取
り
扱
い
の
良
い
も
の
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
い
。

　
　
　
行
財
政
改
革
に
お
け
る
経

常
経
費
の
削
減
、
総
人
件
費
の
削

減
、
組
織
機
構
の
抜
本
的
見
直
し

と
遊
休
施
設
の
活
用
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

　
　
　
提
言
を
真
摯
に
受
け
と
め
、

合
併
効
果
を
最
大
限
に
生
か
す
よ

う
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
。

　
　
　
不
登
校
児
童
、
生
徒
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

　
　
　
小
学
校
に
１１
名
、
中
学
校

に
４６
名
い
る
が
、
不
登
校
対
策
教

育
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
対

策
に
あ
た
っ
て
い
る
。

　
　
　
香
川
用
水
の
導
水
ト
ン
ネ

ル
及
び
財
田
川
サ
イ
フ
ォ
ン
の
耐

震
対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
　
水
資
源
機
構
の
調
査
で
は
、

現
在
通
水
に
異
状
は
確
認
さ
れ
て

い
な
い
が
、
財
田
サ
イ
フ
ォ
ン
に

つ
い
て
は
、
平
成
２０
年
度
以
降
に

調
査
す
る
。

　
　
　
詫
間
大
橋
に
至
る
、
詫
間

カ
ン
ト
リ
ー
前
付
近
の
交
通
渋
滞

解
消
対
策
と
、
大
椀
池
付
近
や
瀬

戸
製
作
所
付
近
の
県
道
の
線
形
改

良
事
業
へ
の
計
画
と
今
後
の
見
通

し
を
問
う
。

　
　
　
「
新
的
場
橋
の
増
幅
架
け

替
え
及
び
右
折
レ
ー
ン
の
延
長
に

よ
り
、
現
在
の
交
通
渋
滞
を
解
消

し
た
い
。
」
と
し
て
、
県
当
局
と
の

協
議
を
進
め
た
い
。

　
　
　
「
黒
い
ゴ
ミ
袋
で
の
生
ゴ

ミ
出
し
で
は
、
積
み
残
さ
れ
る
は

ず
の
生
ゴ
ミ
袋
が
、
一
部
の
地
域

で
は
問
題
な
く
運
ん
で
く
れ
て
い

る
の
は
許
せ
な
い
。
」
と
し
た
苦

情
は
本
当
な
の
か
。

　
　
　
指
定
ゴ
ミ
袋
制
度
の
周
知

不
徹
底
で
、
一
部
で
そ
う
し
た
事

例
も
あ
っ
た
。
今
後
は
イ
エ
ロ
ー

カ
ー
ド
を
貼
る
な
ど
し
て
、
収
集

を
し
な
い
よ
う
現
場
へ
の
指
示
を

し
て
い
る
。

　
　
　
本
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は
、

特
例
債
の
活
用
の
中
の
１０
年
間
に

と
あ
る
が
、
昨
今
の
財
政
状
況
の

中
で
、
は
た
し
て
豊
中
町
の
寿
工

芸
の
跡
地
に
建
設
す
る
の
か
否
か
。

ま
た
、
高
瀬
町
へ
移
転
す
る
お
気

持
ち
が
あ
る
の
か
ど
う
か
、
お
聞

き
し
ま
す
。

　
　
　
現
在
、
三
豊
市
の
財
政
力

指
数
は
県
下
最
下
位
の
８
位
で
す
。

極
め
て
脆
弱
で
、
全
て
の
借
入
金

は
４
５
０
億
円
程
あ
り
、
若
い
人

程
建
設
に
反
対
で
あ
り
、
見
直
し

や
客
観
的
な
評
価
が
必
要
で
、
今

年
中
に
答
え
を
出
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
　
　
ゴ
ミ
収
集
運
搬
業
務
は
、

各
町
で
直
営
と
委
託
と
異
な
っ
て

い
ま
す
が
、
経
費
を
軽
減
の
た
め

統
一
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
収
集
運
搬
業
務
に
つ
き
ま

し
て
は
、
現
在
の
委
託
に
お
い
て

問
題
点
は
な
く
、
近
い
将
来
に
は

全
て
を
民
間
委
託
に
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
残
余
年
数
短
い
最
終
処
分

場
を
作
る
考
え
は
。

　
　
　
早
急
に
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
り
、
焼
却

灰
の
処
分
方
法
を
含
め
関
係
機
関

と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
三
豊
市
の
目
指
す
の
は
ゴ

ミ
0
で
あ
る
。
ゴ
ミ
を
溶
融
す
る

か
再
資
源
化
す
る
か
、
観
音
寺
市

と
意
見
が
一
致
す
べ
き
と
考
え
る

の
で
、
市
長
並
び
に
行
政
当
局
と

真
剣
な
話
し
合
い
を
し
た
い
。

　
　
　
竹
林
荒
廃
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
市
で
検
討
委
員
会
を
設
置

し
、「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
策
定
事
業
」

の
中
で
検
討
し
、
市
内
で
増
え
続

け
る
荒
廃
竹
林
対
策
を
側
面
か
ら

支
援
し
た
い
。

　
他
に
防
災
行
政
無
線
の
整
備
に

つ
い
て
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
移
行
時

の
難
視
聴
対
策
に
つ
い
て
及
び
農

地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
、

中
山
間
等
直
接
支
払
事
業
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
質
問
を
し
た
。
　

市
の
関
連
屋
外
・
屋
内
の
安
全

対
策
に
つ
い
て横

山
　
強
議
員

行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

川
　
　
秀
男
議
員

小
林
　
照
武
議
員

眞
鍋
　
昌
年
議
員

山
本
　
　
明
議
員

鳥
坂
イ
ン
タ
ー
ア
ク
セ
ス
整
備

ど
う
す
る

本
庁
舎
、
ゴ
ミ
収
集
運
搬
に
つ

い
て

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
ゴ
ミ
）
に

つ
い
て

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

ゴ
ミ
分
別
へ
の
行
政
不
均
衡
は

許
せ
な
い

ゼ
ロ

お

わ
ん

ぜ
い
じ
ゃ
く
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議
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一

般

質

問

調
整
池
周
辺
の
利
活
用
と
進
捗

状
況

金
子
　
辰
男
議
員

公
害
の
な
い
安
全
で
安
心
な
街

づ
く
り

為
広
　
員
史
議
員

男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い
て

藤
田
　
公
正
議
員

祭
り
関
係
補
助
金
・
農
村
公
園

に
つ
い
て

十
鳥
　
　
彰
議
員

新
時
代
の
三
豊
市
に

大
平
 
敏
弘
議
員

　
　
　
渇
水
時
の
緊
急
水
道
水
源

と
し
て
、
貯
水
容
量
３
０
０
万
立

方
メ
ー
ト
ル
の
調
整
池
を
、
独
立

行
政
法
人
水
資
源
機
構
が
建
設
中

で
あ
り
ま
す
。
調
整
池
周
辺
に
出

来
る
南
造
成
地
・
北
造
成
地
を
、

三
豊
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
利
活

用
さ
れ
る
の
か
、
進
捗
状
況
と
合

わ
せ
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
香
川
用
水
調
整
池
は
、
平

成
２０
年
度
の
試
験
貯
水
に
向
け
て

整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

公
園
と
い
う
よ
う
な
非
生
産
的
な

も
の
で
は
な
く
、
何
か
生
産
活
動

が
出
来
る
よ
う
な
も
の
に
な
ら
な

い
か
、
生
産
拠
点
で
あ
り
、
か
つ

自
然
の
中
で
心
が
癒
さ
れ
る
周
辺

環
境
を
、
考
え
合
わ
せ
た
案
を
出

す
べ
き
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
造
成
地
は
、
土
地
所
有
者
で
あ

る
水
資
源
機
構
か
ら
、
借
り
受
け

る
形
が
有
力
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
養
鶏
場
で
の
鶏
糞
の
処
理

に
よ
り
、
夜
間
・
早
朝
等
に
臭
う

嫌
な
臭
い
に
つ
い
て
。

　
　
　
周
辺
に
養
鶏
場
を
持
つ
地

域
で
、
生
活
を
さ
れ
て
い
る
方
々

に
と
り
ま
し
て
は
、
不
快
な
臭
い

は
耐
え
難
い
も
の
で
あ
る
と
理
解

し
て
お
り
ま
す
。
養
鶏
業
者
に
は
、

引
き
続
き
改
善
を
お
願
い
し
、
香

川
県
と
も
連
携
を
と
り
な
が
ら
指

導
に
努
め
ま
す
。

　
　
　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ

ク
ル
を
、
全
市
で
実
施
す
る
の
は

い
つ
か
ら
か
。

　
　
　
１９
年
度
の
早
い
時
期
に
実

施
し
ま
す
。

　
　
　
本
所
・
支
所
や
学
校
等
行

政
機
関
の
ゴ
ミ
の
搬
出
方
法
は
。

　
　
　
市
民
に
不
平
等
感
や
誤
解

を
受
け
な
い
よ
う
努
め
ま
す
。

　
　
　
洪
水
・
土
砂
災
害
ハ
サ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
作
成
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
が
、
当
市
の
対
応
は
。

　
　
　
本
年
度
末
ま
で
に
、
作
成

し
ま
す
。

　
　
　
新
生
三
豊
市
の
男
女
共
同

参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
た
施
策

は
ど
の
よ
う
に
。

　
　
　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推

進
プ
ラ
ン
と
し
て
、
平
成
２０
年
か

ら
２４
年
の
５
年
間
の
活
動
を
具
体

化
す
る
た
め
に
、
公
募
委
員
３
名

を
含
む
１５
名
以
内
で
、
男
女
共
同

参
画
社
会
推
進
委
員
会
を
年
度
内

に
設
置
す
る
予
定
。

　
　
　
こ
の
事
は
「
心
」
の
問
題

と
考
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
地

域
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
み
、
実
践
す
る
こ
と
が
重
要
と

思
う
。
そ
こ
で
豊
か
な
暮
し
の
た

め
に
「
食
」
に
よ
る
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。
ゴ
ミ

0
　
作
戦
等
も
同
じ
こ
と
が
言
え

る
と
思
う
。

　
　
　
提
案
の
「
食
」
に
よ
る
健

康
づ
く
り
は
重
要
と
考
え
て
い
る
。

指
摘
の
よ
う
に
「
心
」
の
問
題
で

あ
り
、
テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て
実

践
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
本
年
度
は
一
箇
所
当
た
り

１０
万
円
か
ら
約
７
０
０
万
円
と
幅

の
あ
る
予
算
が
１１
箇
所
に
貼
り
付

け
て
い
る
が
、来
年
度
は
見
直
し
を

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
ど

う
取
り
組
む
の
か
。

　
　
　
合
併
後
の
新
市
で
調
整
が

必
要
と
の
認
識
を
持
ち
な
が
ら
も
、

行
革
推
進
委
員
会
で
は
、
補
助
金

の
あ
り
方
が
厳
し
く
指
摘
を
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
点
十
分
検
討
し
、

ま
た
十
分
に
主
催
者
や
関
係
者
の

意
見
を
伺
う
こ
と
は
、
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
ど
ぶ
ろ
く
祭
り
も
誇
る
べ
き
祭

り
で
あ
り
、
私
達
も
市
民
の
手
で

永
永
と
引
き
継
が
れ
て
い
る
祭
り

こ
そ
本
物
と
考
え
て
い
る
。
市
は

イ
ベ
ン
ト
の
主
催
に
な
ら
ず
、
資

金
的
で
は
な
く
、
い
か
に
後
方
支

援
が
出
来
る
か
と
、
現
在
検
討
し

て
い
る
。

　
他
に
農
村
公
園
に
つ
い
て
も
質

問
を
し
た
。

教
室
へ
の
空
調
整
備
　

　
　
　
新
高
瀬
中
学
校
空
調
施
設

に
端
を
発
し
た
空
調
整
備
を
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
中
学
校
を
中
心
に
確
か
な

学
力
育
成
を
目
指
し
、
教
育
環
境

整
備
の
た
め
努
力
し
た
い
。
１０
年

リ
ー
ス
契
約
で
一
中
学
校
年
間
約

１
６
０
万
円
、
電
気
代
約
６０
万
円

の
経
費
が
必
要
。

　
　
　
管
理
の
及
ば
な
い
農
地
対

策
は
。

　
　
　
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分

た
ち
で
守
る
と
い
う
理
念
で
、
地

域
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
て
い
き

た
い
。

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

ゼ
ロ
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遊
休
施
設
を
積
極
的
に
賃

貸
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

松
下
寿
電
子
跡
地
の
職
員
駐
車
場

の
使
用
料
は
支
払
わ
れ
て
い
る
の

か
。
受
益
者
負
担
の
考
え
も
必
要

と
思
わ
れ
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
民
間
貸
与
を
含
め
早
急
に

前
向
き
に
検
討
す
る
。
跡
地
の
駐

車
場
使
用
料
は
土
地
開
発
公
社
と

協
議
中
で
、
職
員
間
の
不
公
平
が

生
じ
な
い
よ
う
他
市
の
動
向
を
み

て
有
料
化
を
検
討
す
る
。

　
　
　
三
豊
市
内
の
恵
ま
れ
た
自

然
環
境
保
全
の
現
状
把
握
と
、
自

然
災
害
対
策
を
含
む
維
持
管
理
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
現
状
把
握
は
出
来
て
な
い

が
、
現
在
三
豊
市
環
境
基
本
計
画

を
策
定
中
で
、
市
内
の
美
し
い
自

然
を
プ
ラ
ス
の
資
産
と
考
え
、
環

境
施
策
の
面
か
ら
市
民
の
意
識
改

革
の
啓
発
に
努
め
な
が
ら
協
力
を

得
て
、
保
全
管
理
に
配
意
し
て
い

く
。

　
　
　
１０
月
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
か
、
不

安
の
声
が
聞
か
れ
る
。
利
用
者
１

割
負
担
や
廃
止
さ
れ
る
事
業
に
対

し
、
市
独
自
の
軽
減
措
置
・
事
業

の
継
続
を
。

　
　
　
市
独
自
の
軽
減
措
置
は
考

え
て
い
な
い
。
現
在
行
っ
て
い
る

サ
ー
ビ
ス
は
、
利
用
出
来
る
よ
う

対
応
し
て
い
く
。

　
　
　
小
規
模
作
業
所
は
、
引
き

続
き
支
援
を
。

　
　
　
安
定
運
営
に
努
力
す
る
。

　
　
　
運
動
団
体
は
、
自
ら
の
資

金
で
自
立
し
た
活
動
が
基
本
。

団
体
補
助
金
（
部
落
解
放
同
盟

１，

４
９
０
万
円
、
自
由
同
和
会

１
０
０
万
円
）
は
見
直
し
・
廃
止

す
べ
き
。
行
革
の
中
で
、同
和
関
係

補
助
金
等
も
例
外
な
く
見
直
し
が

必
要
。

　
　
　
差
別
は
根
強
く
残
り
、
運

動
団
体
と
協
力
は
必
要
だ
が
、
団

体
補
助
金
・
公
園
維
持
費
・
網
の

目
行
動
な
ど
、
行
革
の
中
で
再
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
当
地
は
、
７
町
の
合
併
協

定
で
三
豊
市
の
本
庁
舎
と
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
。

　
市
長
は
、
４
年
間
の
本
庁
舎
建

設
凍
結
を
公
約
に
揚
げ
、
初
代
市

長
と
な
ら
れ
た
。
時
価
１６
億
円
の

価
値
の
あ
る
当
地
を
４
年
間
ど
う

利
活
用
す
る
お
考
え
か
。
案
の
中

に
、
借
金
穴
埋
め
目
的
の
売
却
案

は
な
い
か
。

　
　
　
合
併
協
議
の
確
認
事
項
は

尊
重
さ
れ
る
も
の
だ
。
し
か
し
、

民
意
で
選
ば
れ
た
者
と
し
て
現
状

を
見
極
め
、
こ
れ
か
ら
の
三
豊
市

に
何
が
必
要
か
を
見
失
わ
な
い
こ

と
と
考
え
る
。

　
当
地
は
、
三
豊
市
の
資
産
の
中

で
も
最
優
良
の
土
地
だ
と
思
っ
て

い
る
。
市
民
の
思
い
と
市
の
将
来

を
思
い
決
断
す
る
、
非
常
に
重
要

な
問
題
と
も
思
っ
て
い
る
。
借
金

穴
埋
め
目
的
の
安
易
な
売
却
の
考

え
は
全
く
な
い
。

　
利
活
用
案
の
決
定
は
、
そ
う
時

間
を
か
け
ず
決
断
し
た
い
。
　

　
　
　
合
併
協
議
で
決
め
た
４
年

を
め
ど
に
、
豊
中
町
本
山
甲
に
特

例
債
で
建
設
す
る
と
な
っ
て
い
て
、

全
戸
配
布
の
概
要
書
に
明
記
さ
れ

て
あ
り
ま
す
。

　
防
災
セ
ン
タ
ー
の
建
設
は
、
住

民
の
安
心
安
全
を
守
る
為
、
ま
た

防
災
資
材
や
食
糧
・
毛
布
・
排
便

袋
・
幼
児
の
ミ
ル
ク
等
の
備
蓄
を

急
ぐ
の
で
、
工
芸
跡
地
の
事
務
所

に
仮
防
災
セ
ン
タ
ー
を
設
置
と
決

め
た
。
そ
れ
が
ど
う
し
て
自
治
労

職
員
組
合
の
事
務
所
に
な
っ
た
の

か
、
そ
の
理
由
は
。
光
熱
費
・
水

道
代
・
浄
化
槽
管
理
代
は
ど
う
な

っ
て
い
ま
す
か
。

　
　
　
私
達
は
、
市
民
の
選
挙
で

選
ば
れ
、
協
議
会
の
流
れ
を
変
え

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
防
災
セ
ン

タ
ー
の
整
備
は
、
有
り
余
る
施
設

が
あ
る
の
で
必
要
な
い
も
の
と
考

え
ま
す
。

　
職
員
組
合
事
務
所
と
し
て
の
使

用
は
、
市
長
職
務
執
行
者
が
決
裁

を
し
て
使
用
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
　
　
取
水
制
限
が
実
施
さ
れ
た

場
合
の
渇
水
対
策
と
し
て
、
旧
町

の
水
道
管
の
接
続
を
し
て
は
。

　
　
　
渇
水
時
や
緊
急
時
の
迂
回

路
、
バ
イ
パ
ス
路
を
確
保
す
る
観

点
か
ら
、
旧
町
の
送
配
水
管
を
接

続
し
て
給
水
す
る
方
法
は
、
合
併

効
果
を
住
民
の
皆
様
が
実
感
す
る

重
要
な
施
策
で
、
急
ぐ
も
の
は
前

倒
し
施
工
に
よ
り
迅
速
に
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

　
　
　
水
資
源
機
構
吉
野
川
局
が
、

山
本
町
に
建
設
中
の
原
水
調
整
池

の
地
元
市
と
し
て
こ
の
機
会
を
と

ら
え
、
工
業
用
水
配
水
に
つ
い
て
、

関
係
各
機
関
に
働
き
か
け
を
し
て

は
。

　
　
　
企
業
か
ら
新
規
設
備
投
資

に
伴
う
工
業
用
水
の
増
量
の
要
望

が
あ
り
ま
す
が
、
工
場
用
水
に
振

り
向
け
る
水
源
確
保
が
出
来
て
い

な
い
の
が
現
状
で
す
。
こ
の
調
整

池
を
一
つ
の
契
機
に
、
今
後
、
水

資
源
機
構
や
県
議
会
並
び
に
県
水

道
局
に
対
し
、
要
望
を
強
め
て
参

り
ま
す
。

既
存
施
設
の
有
効
利
用
と
駐
車

場
の
件
に
つ
い
て

藤
田
　
芳
広
議
員

障
害
者
自
立
支
援
法
に
つ
い
て

瀧
本
　
文
子
議
員

詫
間
　
政
司
議
員

金
丸
　
　
勉
議
員

眞
鍋
　
時
敏
議
員

寿
工
芸
跡
地
の
利
活
用
に
つ
い

て

合
併
協
議
会
で
決
め
た
庁
舎
防

災
セ
ン
タ
ー

三
豊
市
の
水
道
事
業
に
つ
い
て

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

水
と
緑
を
大
切
に
す
る
共
生
の

町
づ
く
り

同
和
行
政
に
つ
い
て

じ
ん
そ
く
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高
瀬
原
下
工
業
団
地
の
現
状
を

尋
ね
る

多
田
　
　
治
議
員

く
ら
し
と
健
康
を
守
る
市
政
運

営
を

岩
田
　
秀
樹
議
員

三
豊
市
カ
ン
ト
リ
ー
ウ
ォ
ー
ク

の
推
進
を

宝
城
　
　
明
議
員

現
在
の
サ
ー
ビ
ス
、
「
大
綱
」

（
案
）
に
異
論三

木
　
秀
樹
議
員

自
主
財
源
確
保
及
び
職
員
の
服

務
規
程
に
つ
い
て

鴨
田
　
　
偕
議
員

　
　
　
市
の
土
地
開
発
公
社
が
所

有
す
る
原
下
工
業
団
地
は
、
簿
価

と
実
勢
価
が
著
し
く
異
な
り
、
大

幅
な
事
業
損
失
が
予
想
さ
れ
る
が
、

現
状
と
今
日
に
至
っ
た
経
緯
と
役

員
の
責
任
追
及
を
、
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
尋
ね
る
。

　
　
　
当
団
地
は
、
農
村
地
域
工

業
等
導
入
促
進
法
に
基
づ
き
、
平

成
５
年
度
よ
り
用
地
買
収
や
造
成

工
事
を
始
め
、
平
成
１１
年
３
月
に

完
成
さ
せ
、
以
降
高
瀬
町
開
発
公

社
が
分
譲
努
力
を
し
て
き
た
が
、

約
２
万
７，
６
０
０
坪
が
未
分
譲

地
と
し
て
、
市
土
地
開
発
公
社
に

引
き
継
が
れ
た
。
簿
価
と
実
勢
価

と
の
差
額
が
「
特
別
損
失
」
と
し

て
、本
年
度
末
に
は
１３
億
円
強
を
計

上
す
る
こ
と
に
な
る
。
当
時
の
役

員
の
責
任
問
題
に
つ
い
て
は
、
現

在
公
社
の
中
で
、
引
継
ぎ
に
関
し

て
の
詳
細
事
項
の
点
検
を
行
っ
て

い
る
の
で
、
状
況
報
告
を
受
け
た

後
、
検
討
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
全
国
で
療
養
病
床
を
２３
万

床
削
減
す
る
方
針
だ
が
、
市
立
病

院
な
ど
療
養
病
床
削
減
に
対
す
る

対
策
は
ど
う
か
。

　
　
　
突
然
決
定
さ
れ
た
制
度
改

革
に
よ
り
、
利
用
者
が
追
い
出
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
が
決
し
て
起
き

な
い
よ
う
に
配
慮
し
検
討
す
る
。

　
　
　
国
民
健
康
保
険
税
の
、
今

後
の
値
上
げ
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

負
担
力
の
少
な
い
市
民
も
、
安
心

し
て
医
者
に
掛
か
れ
る
減
免
の
追

加
は
出
来
な
い
か
。

　
　
　
三
豊
市
の
減
免
規
定
は
、

災
害
・
農
産
物
の
減
収
以
外
に
な

い
が
、
減
免
措
置
の
可
能
性
が
あ

れ
ば
対
応
し
た
い
。

　
　
　
入
札
結
果
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
公
表
・
全
入
札
参
加
有
資
格
者

に
発
注
で
き
る
方
法
と
し
て
「
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
」
や
「

小
規
模
工
事
契
約
制
度
」
を
検
討

出
来
な
い
か
。

　
　
　
入
札
結
果
は
１０
月
よ
り
公

表
。
様
々
な
制
度
に
つ
い
て
は
検

討
す
る
。

　
　
　
三
豊
市
に
は
、
四
季
折
々

の
特
色
あ
る
自
然
、
文
化
、
地
域

に
根
ざ
し
た
歴
史
や
景
観
な
ど
、

誇
る
べ
き
も
の
が
た
く
さ
ん
残
さ

れ
て
い
る
。
各
地
域
に
カ
ン
ト
リ

ー
ウ
ォ
ー
ク
の
マ
ッ
プ
を
作
っ
て

は
ど
う
か
。

　
更
に
カ
ン
ト
リ
ー
ウ
ォ
ー
ク
を

奨
励
し
、
市
民
の
健
康
増
進
の
た

め
、
市
民
が
各
地
域
の
す
ば
ら
し

い
文
物
や
自
然
に
親
し
む
と
共
に
、

市
民
の
一
体
感
の
醸
成
を
図
っ
て

は
ど
う
か
。

　
　
　
住
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
三
豊
市

内
の
相
互
理
解
の
醸
成
、
ま
た
市

民
の
歩
く
こ
と
に
よ
っ
て
の
健
康

増
進
な
ど
、
多
様
な
効
果
が
期
待

で
き
る
。
こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て

は
、
今
後
商
工
観
光
課
を
中
心
責

任
部
局
に
し
て
、
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

　
　
　
広
報
紙
の
中
に
、
地
域
だ

け
の
ペ
ー
ジ
を
作
っ
て
は
。

　
　
　
情
報
政
策
課
で
検
討
す
る
。

　
　
　
最
近
、
憲
法
が
保
障
し
て

い
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
悪
化
が
見

ら
れ
、
危
惧
す
る
が
市
長
の
考
え

は
。

　
　
　
変
化
し
て
も
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
は
必
要
。

　
　
　
高
齢
者
に
極
端
な
税
負
担

増
を
強
い
て
い
る
。
町
時
代
同
様

に
、
７０
歳
以
上
の
健
康
診
断
は
無

料
に
出
来
な
い
か
。

　
　
　
１
割
負
担
は
お
願
い
し
た
い
。

　
　
　
三
豊
市
行
政
改
革
大
綱

（
案
）
に
対
し
て
、
地
方
自
治
の

神
髄
が
完
全
に
欠
落
し
て
い
る
。

コ
ス
ト
面
の
み
を
強
調
し
、
職
員

の
力
を
生
か
す
施
策
が
な
い
の
で

は
な
い
か
。

　
　
　
市
の
適
正
規
模
及
び
い
か

に
知
恵
を
使
う
か
、
今
我
々
に
問

わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
地
方
交
付
税
が
、
今
後
激

減
す
る
。
そ
の
度
に
職
員
削
減
か
。

展
望
の
無
い
市
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。

　
　
　
来
年
度
か
ら
総
合
振
興
計

画
で
示
す
。

　
他
に
２
問
質
問
し
た
。

　
　
　
歳
出
の
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代
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、
企
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主
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い
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入
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急
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示
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す
。
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　仁尾町で仁尾八朔人形まつりが行われ、城下町の名残をとどめる町並

みに、「八岐の大蛇」や「巌流島の決闘」、「花咲爺さん」など歴史上の名

場面やおとぎ話のワンシーンが再現されました。

　３日間で県内外から１７,０００人を超える人が訪れ、趣向を凝らした人

形飾りと仁尾の歴史ある古い町並み散策を楽しんでいました。

9/22～24

9/25～30

★★

★

★
★

9／24

　山本町の辻小学校で三豊市地区衛生組織

の渡邊会長を講師に招いて、EMぼかしづく

りが行われました。今回も多くの参加者が

あり、約６００ｋｇのEMぼかしができまし

た。作ったEMぼかしは参加者が持ち帰って

発酵・乾燥させた後、生ごみと混ぜて堆肥

化し、園芸や、畑の野菜・花作りなどに生

かされています。

　オーストラリアのミラニ市にあるミラニハイスクールの生徒１３人が三豊市

を訪れ、市内の家庭でホームステイを行いました。

　滞在中は三野町名産の張り子の虎づくりやうどん打ち、浴衣の着付けに挑戦

したり、市内の小中学校を訪問し、同世代の子どもたちと一緒に書道を体験し

たり、給食を食べたりして交流を深めました。

9／23

9／23

　財田町総合運動公園で第５４回三豊市財

田町体育大会が盛大に開催されました。

　秋晴れの空の下、玉入れ・リレーなど

の得点種目や中学生、幼児教育センター

の子どもたちによる演技・遊戯などがあ

り、参加者全員で楽しい一日を過ごしま

した。

9／23

　高瀬町で、

「市民ウォー

キング大会in

高 瀬 川 萩 の

道」が行われ

ました。参加

者の皆さんは早朝のすがすがしい空気の

中、満開の萩の花が咲く、高瀬川沿いの

道をごみや空き缶を拾いながら歩き、心

地よい汗を流しました。

　また、俳句の吟行も行われ、勝間の田

邊まさ子さんの「列なして　行くれつな

して　彼岸花」が代表入選句に選ばれま

した。

　三野津中学校運動

場で第36回三豊市三

野町民体育祭が開催

されました。

　町内各地区の選抜

選手によるリレーや

綱引き、玉入れなど

の対抗競技や、遊戯・ダンスなどの多彩な種目に、幼児から高

齢者まで多数の方が参加して、さわやかな汗を流し、スポーツ

の秋を満喫しました。

　高瀬警察署前で三野町の大

見うどん同好会の呼びかけ

で、大見寿会、大見幼稚園児

が合同で交通安全キャンペー

ンを行いました。

　大見うどん同好会は、大見

地区の高齢者から成り、会員

が早朝から準備した手打ちうどんをドライバーに振る舞いまし

た。「おいしい」、「うどんのように気長～く運転します」と

ドライバーはうどんに舌鼓をうち、一息入れて再びハンドルを

握りました。

9／26
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　詫間町荘内半島の県道で箱浦小学校の

５、６年生が早朝の交通安全キャンペー

ンを行い、出勤途中のドライバーに手紙

と発泡スチロールの球にリリアンを巻き

つけた手作りの交通安全マスコットを渡

しました。

　受け取ったドライバーの皆さんは笑顔

の中にも安全運転の決意を新たにしてい

ました。

9／28

　豊中町の寿電子工業跡地でとよなか秋のまつりが行われました。

あたりが夕闇に包まれる頃、ライトアップされた豪華けんらんなち

ょうさが会場に集まり始めました。

　午後８時過ぎ、町内各地の１５台のちょうさが一同に会し、いよ

いよかき比べの始まりです。「ちょうさじゃ～よいやっさ～」の掛け

声にあわせ、ちょうさを高く担ぎ上げると、観客から拍手喝采が沸

き起こります。迫力満点のかき比べは、夜が更けるまで続きました。

10／8

10／14

　山本町の山本ふれあい公園で、第５回やまもと爽

郷祭りが行われ、本場徳島の阿波踊り連による阿波

踊りの披露や町内の獅子舞の競演、ウルトラクイズに大

じゃんけん大会とさまざまなイベントが行われました。

　祭りのメインイベントよさこい踊りには、１４連

約４００人の踊り手が出場、ステージ狭しとエネル

ギッシュなパフォーマンスを披露しました。

　高瀬町の上高瀬幼稚園児と上高瀬小学校１、２年生

がいも掘り体験をしました。

　上高瀬小学校ふるさとの会の皆さんの協力で、園

児らは土の中を手で探りながら次々と出てくるいも

を掘り出しては、「これ、見て。見て。大きいよ。」と

歓声をあげていました。

10／4

　高瀬町総合体育館で第1回三豊市長杯争奪ソフトバレ

ーボール大会が開催され、熱戦が繰り広げられました。結

果は次のとおりです。

混合の部　　　　　 三野球友会　　ミックスピザ　　　　ウィナー

女子フリーの部　　　 BOMBER　　 エンジェルハート　　みの

女子40歳以上の部　　詫間キッス　　辻球友会A　　　　　ノーミン

10／15

　豊中町の宇賀神社でどぶろく祭りが行われました。氏

子たちの手によって伝統の製法そのままに醸造されたど

ぶろくは、一般の参拝者にも振る舞われ、「まろやかで

おいしい」「香りがい

い」と喜ばれました。

　夜には、豊中町女性会

議の皆さんによる郷土料

理の接待や、三野町吉津

夫婦獅子舞やよさこい踊

りの演舞もあり、遅くま

でにぎわいました。

優勝　　　　準優勝　　　　　第3位

10／22



三豊市文化協会「文化祭」

文化の
秋・スポーツの秋はまだまだ続く！
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　１１月は市内各地で一斉に文化祭が行われるほか、たくさんのイベントが開催されます。 また１２月には各

種の市長杯スポーツ大会も行われます。お友達や家族を誘って、ぜひご参加ください。　

日　時

文化の
秋・スポーツの秋はまだまだ続く！文化の
秋・スポーツの秋はまだまだ続く！

　三豊市文化協会の皆さんの力作・熱演をご覧ください。

１１月１１日（土）　午前９時～午後５時
１１月１２日（日）　午前９時～午後４時

場　所 高瀬支所、高瀬町公民館
高瀬町農村環境改善センター

作品展示

日　時 １１月１２日（日）　午前９時３０分～午後３時
場　所 高瀬町農村環境改善センター　大ホール
問い合わせ 問い合わせ三豊市文化協会事務局（生涯学習課内）

☎７３－３０１３

芸能発表

海藻おしば教室

高瀬町公民館講座「三野町の文化財めぐり」

図書館臨時休館のお知らせ

古文書出前講座・上級編

日　時

　海からの贈り物「海藻」を使って、はがきに絵を

描きます。

　自分だけのすてきなはがきを作ってみませんか。

１１月１１日（土）　午後７時～９時

準備物 材料代３００円、タオル
申し込み 事前に下記までお申し込みください。

対　象 どなたでも（小学生は保護者が同伴してください）

定　員 ３０人

場　所 山本町保健センター２階集団指導室

山本町生涯学習センター　☎６３－１０４１

日　時 １２月８日（金）、２２日（金）の２回

日　時 １１月２３日（木）勤労感謝の日

集　合 午前８時５０分（高瀬町公民館裏）

定　員

参加費（昼食代、写真代等含む）

２２人（先着順）

見学コース 宗吉瓦窯跡→弥谷寺→ふれあいパークみの（昼食）
→人形浄瑠璃（大坊市）→吉祥寺　

講　師 香川西高校教諭　橋詰　茂氏
受講料 無料（資料代３００円必要）

場　所 高瀬支所３階会議室

募集期間

定　員 ５０人（先着順）
１１月２７日（月）午前９時～

申し込み・問い合わせ

申し込み・問い合わせ

生涯学習課　☎７３－３０１３

～かなり古文書に親しんでいる人のために～
午前９時～午後４時

※バスで巡ります。

１,５００円を当日集金します。
申し込み締め切り １１月１７日（金）

高瀬町公民館　☎７２－５３３９

　右記の図書館は、資料特別整理のため臨時休館します。

　なお、月曜日は定休日のため、臨時休館日前後の月曜日も

休館となります。ご協力をお願いします。

図　書　館

高瀬町図書館

仁尾町図書館

☎７２－５６３１
１１月７日（火）～１２日（日）

１１月８日（水）～１６日（木）
☎５６－９５６５

休　　館　　日

日　時 平成１９年１月７日（日）
受付：午後2時30分～　開式：午後3時

会　場 マリンウェーブ・マーガレットホール（詫間町）

対象者 昭和６１年４月２日～昭和６２年４月１日に生まれた人

平成１９年成人式のお知らせ

・三豊市に住所を有する新成人対象者には、１１月中旬に
　はがきでご案内します。
・市外在住の対象者の方は、生涯学習課または各教育事
　務所にご連絡いただければ、案内のはがきを送付します。

申し込み・問い合わせ

▲

生涯学習課　☎７３－３０１３　または 各教育事務所



四国のみちハイキング

「 財田駅～箸蔵寺 」 弓道初心者教室
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日　時 １１月１９日（日）

※小雨決行、荒天の場合は１１月２３日（木）勤労感謝の日に延期

コース JR財田駅→箸蔵寺（徳島県みよし市池田町）約１５km
帰路はJR利用

準備物 弁当、おやつ、水筒、雨具、タオル、ビニール敷物、ごみ袋、防寒着等

参加費（運賃含む） 大人　３００円、子ども（小学生）１５０円

申し込み方法

問い合わせ

参加費を添えて、財田B&G海洋センター（１１月１２日（日）まで）
または、財田教育事務所（１１月１０日（金）まで）へ申し込んでく
ださい。

財田教育事務所　☎６７－０１０７

※ハイキングのできる身軽な服装で参加してください。

※詳しくは下記までお問い合わせください。

集合：午前８時３０分（JR財田駅前広場）
出発：午前９時、解散：午後５時予定

日　時

１１月１４日（火）～１２月１５日（金）

毎週火・金曜日の全１０回

詫間町弓道場　☎８３－６２２１

午前の部：午前９時～１１時

午後の部：午後７時３０分～９時

場　所 詫間町弓道場

受講料 無　料

申し込み １１月１３日(月)までに下記へ
お申し込みください。

問い合わせ

市長杯に参加しませんか

第１回三豊市長杯テニス大会

１２月１０日（日）開会：午前８時３０分 １２月１０日（日）開会：午前８時３０分 １２月１７日（日）開会：午前９時

山本ふれあい公園テニス場（山本町）

日　　時

大　会　名

場　　所

参加資格

申し込み

問い合わせ

種 目 等

参 加 料

勝間小学校運動場（高瀬町） 豊中町体育館

三豊市に住所のある方・三豊市にお勤めの方 三豊市に住所のある方 三豊市に住所のある方・三豊市にお勤めの方

一般男子ダブルス・一般女子ダブルス １チーム３名 一般男子ダブルス・一般女子ダブルス

１組　３,０００円 １人　１,０００円 1組　１,０００円

（小雨決行、荒天の場合は１２月１７日（日）に
　延期）

（小雨決行、順延なし）

第１回三豊市長杯争奪ペタンク大会 第１回三豊市長杯バドミントン大会

１２月５日（火）までに高瀬町総合体

育館、山本ふれあい公園、財田町総

合運動公園にある申込書に必要事項

を記入して申し込むか、下記まで

FAXまたはメールで申し込んでくだ

さい。詳しくは下記までお問い合わ

せください。

体協テニス部　宮崎　☎０９０－１３２７－００４８
　　　　　　　　　　Email:kitty-491128@s.vodafone.ne.jp
　　　　　　　柏原　☎０９０－１５７２－３０３４・FAX５４－２２２３

体協バドミントン部事務局
河田哲治
☎０９０－２７８４－２５０３

体協ペタンク部部長石井静夫☎７２

－１３４５（午後７時～８時）まで

電話連絡してください。説明書、申

込書を送付します。申込書は、１１

月２０日（月）までに生涯学習課（☎

７３－３０１３）または各教育事務

所へ提出してください。

１２月５日（火）までに生涯学習課

（☎７３－３０１３）または各教育

事務所にある申込書に必要事項を記

入して申し込んでください。

受給資格者

　特別児童扶養手当は、児童の健やかな成長を願って、身体や精神に中程度以上の障害のある児童を育てている父も

しくは母、または父母にかわってその児童を養育している方に対して支給される手当です。

　２０歳未満で、身体または精神に重度または中度
以上の障害をお持ちのお子さんを監護している父も
しくは母、または養育者の方。

手当月額

手当てを受けるためには

問い合わせ　障害福祉課　☎６２－１１２７

▲

① 児童や、父もしくは母、または養育者が日本国内に

　住んでいないとき

② 児童が、障害を支給事由とする公的年金を受けるこ

　とができるとき

③ 児童が児童福祉施設等に入所しているとき
（平成１８年４月現在）

１級（重度障害児）＝５０,７５０円
２級（中度障害児）＝３３,８００円

※ ただし、所得により、手当の支給が停止されることがあります 　各支所住民課または障害福祉課へ必要書類を添付
のうえ、認定請求書を提出してください。

特別児童扶養手当のご案内

受付時間：午前９時～１１時

　　　　　午後７時３０分～９時（　　　　　　　 　　 ）

受給できない場合

17



平成１９年度住民検診の希望調査を行います！！
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平成１９年度住民検診の希望調査を行います！！

集団検診

１１月中旬～１１月末

★集団検診の日程については、今年と同じ時期に実施できるよう、調整中です。

★２０歳～３９歳で、基本健康診査、前立腺がん検診、結核・肺がん検診、胃がん検診、大腸がん検診を希望する方は、

　直接検診会場で申し出れば、受診することができます。

★乳がん・子宮がん検診は２年に１回（奇数年齢で受診）となります。

★生活保護世帯は無料となります。

★できるだけ、お住まいの町内で受診するようにしてください。もし受診できない場合は、他の検診場所で受診する

　ことができます。その場合は事前に申し出てください。

１１月３０日（木）までに希望申込書を返信用封筒（切手不要）に入れて投函してください。

　来年度の成人検診の希望をお伺いするため、調査を実施します。

　希望申込書とパンフレットを１１月中旬に各世帯に郵送します。パンフレットをよく読ん

で、希望申込書を提出してください。

　申込書を提出していない場合は、来年度の検診通知が届きませんので、ご注意ください。

※年齢は、平成２０年３月３１日を基準日としていますので、検診希望申込書の表示年齢と現在の年齢と

　は異なります。

※今回の希望調査は、(財)香川県総合健診協会に委託して実施します。

検　診　の　種　類 対象年齢
自己負担金

（年齢基準日：平成２０年３月３１日）�

無　料

無　料基 本 健 康 診 査

問診・身体計測・血圧測定
検尿・血液検査・心電図検査
眼底検査・内科診察

前 立 腺 が ん 検 診

結核・肺がん検診

胃 が ん 検 診

大 腸 が ん 検 診

子 宮 が ん 検 診

乳 が ん 検 診
（視触診検査とマンモ

　グラフィ検査の併用）

血液PSA検査

かく痰細胞診

問診・胃部X線検査

問診・便潜血検査

問診・頚部細胞診

問診・マンモグラフィ検査（2方向撮影）

問診・マンモグラフィ検査（1方向撮影）

問診・胸部X線検査

問診・視診・触診

1
集団検診の項目と自己負担金

集団検診の日程等

調査期間
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人間ドックを受ける方は、集団検診を受けられません。

４０歳～６９歳

●基本健康診査�

●結核・肺がん検診�

●胃がん検診（バリウム検査）�

●大腸がん検診�

●前立腺がん検診･･･男性のみ�

●子宮がん検診･････女性のみ

●乳がん検診･･･････女性のみ

セット料金（受けない検診があっても、金額は変わりません。）

（永康病院の場合は5,000円）

※三豊市国民健康保険の加入者は、上記負担金より２,０００円の減額となります。

男性

女性

●かく痰検査･･･希望者のみ

自己負担金700円

セット検診 追加検査

人間ドックの対象年齢

人間ドック自己負担金

●三豊市立永康病院�

●三豊市立西香川病院�

●香川県立がん検診センター�

●香川県予防医学協会

人間ドック実施機関

人間ドックの内容

円7,200
円7,400

注意：永康病院の人間ドックは子宮がん・乳がん検診が含まれません。永康病

　　　院の人間ドックを希望している女性の方は、集団検診で子宮がん・乳が

　　　ん検診を受けてください。ただし、奇数年齢の方に限ります。

（年齢基準日：平成２０年３月３１日）�

人間ドック2

高い医療費を支払う前に、健診を受けましょう。

早期発見・早期治療。より健康な体を維持しましょう。

問い合わせ　保健課　☎６２－１１２２

▲
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高齢者インフルエンザ予防接種のお知らせ
　インフルエンザは、普通のかぜに比べて全身症状が強く、気管支炎や肺炎などを併発し重症化すること

が多いのが特徴です。インフルエンザの発病、重症化を防ぐのには、予防接種が有効であることが確認さ

れています。

　今年度も下記のとおり実施しますので、希望される方は接種してください。

・６５歳以上の方（昭和１６年１１月３０日以前に生まれた方）

・６０歳～６４歳の方で、心臓、腎臓、呼吸器に重い障害のある方、またはヒト免疫不全ウイルス

　による免疫機能に重い障害のある方（身体障害者手帳１級から２級相当の方）

１１月３日（祝） 正午～午後４時

対象者

日　時

日　時

善通寺病院附属善通寺看護学校

（国立善通寺病院敷地内）

場　所

これから出産する方、子育て中の方、お産に

興味のある方など

事前に歯周病の検査を下記の日程で実施します。

唾液で歯周病の検査をします。

１１月２２日（水）午前９時～（１０分程度の予約制)
場　所 豊中町健診準備室

日　時 １２月１日金）午後１時３０分～
場　所 豊中町保健センター　健診ホール
当日、直接会場にお越しください。（検査を受けていなくても可）

検査料 無料
予約先 保健課　☎６２－１１２２
結　果 「歯のだべり場」でお渡しします。

対　象

座談会、歯科相談、母乳・育児相談

妊婦ジャケット体験

もく浴体験、西讃の病院紹介

子育て広場紹介など

内　容

いいお産の日実行委員会事務局

☎０８７（８２２）５５８９

（社）日本助産師会香川県支部主　催

１１月１日（水）～１２月３１日（日）まで

※今年から、身体障害者の方の減免制度はなくなりました。

～いのちの応援～
どこで産む？ともに語ろう！わたしのお産

問い合わせ　保健課（予防接種係）☎６２－１１２２

▲

実施期間

１,０００円（医療機関窓口でお支払いください）

※生活保護世帯の方は無料になりますので、事前に保健課または各支所住民課で手続きをしてくだ
さい。被保護者証明書・印鑑が必要です。

接種料金

問い合わせ▼

保健課　☎６２－１１２２問い合わせ▼

今回の「歯のだべり場」は…
　歯周病ってなに？
　歯槽膿漏って治るの？　どうしたら予防できる？
こんなことについて、皆さんと考えたいと思います。

の
歯

だべり場だべり場だべり場
ば

歯周病検査

歯のだべり場 へ来てみませんか？
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院
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防ごう！ 高齢者虐待

　平成１８年４月１日に「高齢者虐待防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律」が施行さ
れ、６月１日、三豊市に「三豊市高齢者虐待防止ネットワーク」が設置されました。
　これらは高齢者が尊厳を保ち生きていけるよう、虐待の防止と保護のための措置、また高齢者を支え
る養護者の負担を軽減するために作られたものです。平均寿命が長くなった今日、誰もが高齢者を支
え、自らも高齢者として支えられる可能性があります。
　生涯を穏やかに暮らせるように、無理をせず、さまざまなサービスや制度を利用していきましょう。

　虐待は、身体的な暴力だけではありません。高齢者の心や身体に深い傷を負わせたり、基本的な人権の侵

害や尊厳を奪うことをいいます。

来月は、 総合相談・権利擁護について詳しくお知らせします。

問い合わせ・相談　三豊市地域包括支援センター（本庁舎４階　介護保険課内）

☎ ６２－１１２４　ＦＡＸ６２－１１７１

＊三豊市高齢者虐待防止ネットワークとは・・
　三豊市内の保健、福祉、医療をはじめ消防、警察等の関係機関が、高齢者虐待の予防と早期発見から被

虐待者・虐待者とその家族への援助に至るまで、有機的な連携に基づいた援助方策や援助システムを検討

する、地域の見守りネットワークです。

「虐待かもしれない・・」「誰かに聞いてほしい」と思ったら、ひとりで悩まないで、

すぐにご相談ください。秘密は厳守します。

高齢者虐待ってなに？

早期発見・報告で虐待を防ぎましょう！

たたく、ける、つねる、
身体を縛る等

　高齢者虐待を受けた人は届け出を、高齢者虐待を発見した人は通報することができます。（高齢者の生命

に危険がある場合は通報しなければなりません。）

　早期に発見し第三者が介入することで、虐待の深刻化を防ぐことができます。虐待に気づいたときは、ひ

とりで抱え込んだり悩んだりせず、地域包括支援センターなどの専門機関等に相談しましょう。

身体的
虐　待

・排泄の失敗などを嘲笑したり、
　恥をかかせる
・どなる、ののしる、悪口を言
　う、無視する等

心理的
虐　待

日常生活に必要な金銭を渡さない、使わせない
年金、預貯金を本人の意思・利益に反して使用
する等

経済的
虐　待

本人が同意していない性的な行為や
その強要

性的
虐待

食事を十分に与えない、入浴をさせない
本人が必要とする介護・医療サービスを
理由なく制限したり使わせない等

介護や世話
の放棄・放任

●

●

●

●

●

●

●

●

▲
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６５
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料

あれっ！？

年金から天引きじゃなかったの？
うっかり納め忘れにご用心！！

身
体
的
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待

ネ
グ
レ
ク
ト

性
的
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待

心
理
的
虐
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し
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弟
間
の
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別
的
扱
い
な
ど

　介護保険料は三豊市の基準額（年額４４,４００円）をもとに、所得段階によって決められますが、所得は前年の

市民税の所得をもとにしているため、その年度の介護保険料は6月以降でなければ確定しません。

　そこで、前年度に引き続き年金から天引き（特別徴収）している人は、４・６・８月は前年度の２月の納付額と

同額を納め（仮徴収)、１０・１２・２月に当年度の介護保険料から仮徴収した金額を差し引いた金額を納めていた

だくことになっています（本徴収)。

　しかし、特別徴収されていた人でも、次のような場合には普通徴収になります。天引きだと思っていて、うっか

り滞納につながるケースもありますのでご注意ください。

4・6・8月の仮徴収で当年度保険料の徴収が終了したとき

　前年度と比べて所得段階が下がった人は、前年度の２月と同じ金額

を仮徴収で徴収するため、４・６・８月の仮徴収で１年分の保険料の徴収が

終了してしまうことがあります。

　その場合、１０月以降の特別徴収は中止になりますので、翌年度は

９月まで普通徴収となり、１０月から特別徴収が開始されます。

１ 「特別徴収」と「普通徴収」

介護保険料の納め方は2とおり。
「特別徴収」は年金から保険
料が天引きされ、「普通徴収」
は納付書、口座振替で保
険料を納める方法です。

例）仁尾町在住で、１７年度５段階・１８年度３段階・１９年度３段階の人の場合

平成１７年度（第５段階：年額７３,８００円　仁尾町）

平成１８年度（第３段階：年額３３,３００円　三豊市）

平成１９年度（第３段階：年額３３,３００円　三豊市）

４月

６月

７月

８月

９月

１０月

１２月

２月

４月

６月

８月

１０月

１２月

２月

　平成18年度第3段階の保険料年額は33,300円なのでこの例の場合、

8月に年額を完納し、その後の年金天引きは中止されます。

　4・6・8月は前年度の2月と同じ保険料を仮徴収するので19
年度の仮徴収額は0円になり、4・6・8月は年金天引きされま
せん。

　当年度の所得は６月以降に確定するので、介護保険料の確定は７
月になります。�
　納入通知書が７月初めに送付され、普通徴収が開始されます。

　１０月からは年金天引きが開始されます。

　翌年度の４・６・８月の仮徴収額は５,５００円です。

年金から１２,３００円が天引きされます

年金から１２,３００円が天引きされます

年金から８,７００円が天引きされます

年金からの天引きは０円です

年金からの天引きは０円です

年金からの天引きは０円です

年金からの天引きは０円です

年金からの天引きは０円です

自分で５,７００円を納付してください（口座振替可）

自分で５,５００円を納付してください（口座振替可）

自分で５,５００円を納付してください（口座振替可）

年金から５,５００円が天引されます

年金から５,５００円が天引きされます

年金から５,５００円が天引きされます

子
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重
し
た
一
貫
性
の
あ
る
養
育
態
度
が
必
要
で
す
。

　
一
方
、
虐
待
は
親
が
自
分
自
身
の
ス
ト
レ
ス
や
感
情
の
は
け
口
と
し
て

子
ど
も
を
利
用
す
る
行
為
と
い
え
ま
す
。
し
つ
け
の
つ
も
り
で
行
っ
た
行

為
で
も
、
子
ど
も
の
心
身
に
著
し
い
害
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ

は
し
つ
け
で
は
な
く
虐
待
で
す
。

子
ど
も
の
虐
待
と
は

し
つ
け
と
虐
待
の
違
い
は

　
あ
な
た
の
ま
わ
り
に
「
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
」
が
い
た

ら
、
す
ぐ
に
西
部
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
児
童
福
祉
課
へ
連
絡
・

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
連
絡
さ
れ
た
方
の
秘
密
は
守
り
ま
す
。
た
と
え
虐

待
で
な
か
っ
た
と
し
て
も
通
報
者
に
迷
惑
の
か
か
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
虐
待
を
す
る
親
自
身
も
誰
か
に
止
め
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
な
が
ら
、

非
難
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
助
け
を
求
め
ら
れ
な
い
場
合
が
多
い
の
で

す
。
虐
待
は
親
自
身
か
ら
の
助
け
を
求
め
る
サ
イ
ン
で
も
あ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
、
地
域
全
体
で
子
育
て
を
見
守

り
、
支
援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

虐
待
に
気
づ
い
た
ら

▼
連
絡
・
相
談

　
　
西
部
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー
　
☎
０
８
７
７
（
２
４
）
３
１
７
３

　
　
児
童
福
祉
課
　
☎
６２
・
１
１
２
６
　
ま
た
は

☎
６２
・
１
１
８
０



問い合わせ　税務課　☎６２－１１１４

▲

第１段階 第２段階（新設） 第３段階 第４段階（基準額） 第５段階 第６段階

２２,２００円 ２２,２００円 ３３,３００円 ４４,４００円 ５５,５００円 ６６,６００円

昨年の合計所得金額は２００万円未満ですか？

昨年の合計所得金額＋課税年金収入額が年間８０万円以下ですか？

同じ世帯の中で、市民税が課税されている人はいますか？

老齢福祉年金を受けていますか？

あなたは市民税が課税されていますか？

あなたは生活保護を受けていますか？

スタート
はい

はい

はい

はい

はい

はい

いいえ

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ
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６５
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料

どこに相談したらよいか分から

ないとき

悪質商法、ストーカ－等の迷惑

行為で困っているとき

暴力団のことで困っているとき

少年相談電話

相談窓口・内容 相談先・電話番号

性犯罪被害専用相談電話

被害者支援センターかがわ

年度途中で年金が停止・差し止めになったとき

　年金担保の貸し付けの返済が開始されて年金の支払いがなくなった場合や、年金の定期支払額が支払調

整、支給停止、差し止め（現況届けの提出遅れ）などにより、差し引かれる介護保険料額未満となった場

合は、特別徴収が中止され、普通徴収になります。

２

＊さかのぼって年金が支給されることになっても、その年度は天引きの対象にはなりません。

年度途中で所得段階が変更になったとき

あなたの保険料はいくら？

　修正申告等による所得の変更で所得段階が上がった人は、特別徴収は継続され、保険料の増額分が普通

徴収になります。所得段階が下がった人は特別徴収は中止され、全額が普通徴収になります。

３

　６５歳以上の人（第1号被保険者）の保険料は、基準額をもとに、所得に応じた負担と

なるよう６段階の保険料に分かれています（収入の少ない世帯への負担を軽減するた

め、平成１７年度までの第２段階を２分化しています）。

　自分がどの段階に当てはまるか、下のフローチャートを参考にしてください。�

チ
ェ
ッ
ク

し
て
み
ま
し
ょ
う
！？
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ひ
と
ま
ず
、
迷
わ
ず
、
お
電
話
を
！

　
犯
罪
の
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
の
多
く
が
、
犯
罪
の
直
接
的
な
被
害
に
加

え
、
心
に
受
け
た
傷
で
苦
し
ん
で
い
ま
す
。
香
川
県
警
察
で
は
、
そ
う
し
た

被
害
者
の
方
の
支
援
に
全
力
を
あ
げ
る
と
と
も
に
、
被
害
者
の
方
の
つ
ら
く

苦
し
い
立
場
へ
の
理
解
を
広
く
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
警
察
で
は
左
記
の
と
お
り
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま

す
。
一
人
で
悩
ま
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。



72-5039

72-5497

72-5024

一般用

少年相談

ＦＡＸ

　
市
内
を
補
導
車
で
巡
回
し
て

い
る
と
、
高
校
生
な
ど
が
自
転

車
に
乗
り
な
が
ら
携
帯
電
話
を

使
用
し
て
い
る
姿
を
よ
く
見
か

け
ま
す
。
危
な
い
の
で
生
徒
に

注
意
を
し
て
は
い
る
の
で
す

が
、
な
か
な
か
減
り
ま
せ
ん
。

　
携
帯
電
話
の
サ
イ
ト
や
メ
ー

ル
が
、
生
活
の
中
に
か
な
り
入

り
込
ん
で
い
ま
す
。
便
利
で
簡

単
で
す
が
、
犯
罪
の
被
害
に
あ

う
と
い
う
こ
と
も
十
分
に
考
え

ら
れ
ま
す
の
で
、
取
り
扱
い
に

は
十
分
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
近
は
メ
ー
ル
が
中
心
に
な

っ
て
き
て
お
り
、
手
紙
を
書
く

機
会
が
減
っ
て
き
ま
し
た
。
手

紙
を
書
い
て
い
た
時
に
は
、
文

章
を
じ
っ
く
り
と
考
え
、
手
紙

を
受
け
取
る
相
手
の
顔
を
思
い

浮
か
べ
て
書
い
て
い
ま
し
た
。

時
間
も
か
か
り
ま
す
が
、
自
分

の
思
い
が
相
手
に
十
分
に
伝
わ

っ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
メ
ー
ル
の
場
合
で
も
、
マ
ナ

ー
を
守
っ
て
き
ち
ん
と
し
た
文

章
が
送
れ
る
よ
う
に
気
を
つ
け

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
メ
ー
ル
だ
と
、
短
い
文
章
で

内
容
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
難
し
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
読

む
相
手
の
こ
と
を
考
え
て
あ
げ
れ

ば
メ
ー
ル
の
文
章
が
格
段
に
よ
く

な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　
１１
月
は
青
少
年
健
全
育
成
強
調

月
間
で
す
。
青
少
年
が
非
行
に
走

る
こ
と
な
く
、
心
豊
か
に
た
く
ま

し
く
成
長
す
る
こ
と
を
願
っ
て
、

青
少
年
育
成
香
川
県
民
会
議
等
が

主
唱
す
る
運
動
で
す
。

　
期
間
中
、
育
成
セ
ン
タ
ー
で
は

「
少
年
を
守
る
会
」
の
方
々
に
協

力
を
い
た
だ
き
、
広
報
車
で
非
行

防
止
を
呼
び
か
け
な
が
ら
市
内
を

回
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（こんにちは）

（
右
端
の
男
性
が
警
備
員
で
す
）

下
校
時
の
様
子
で
す

※ロンドン日本人学校のホームページ　http://www.thejapaneseschool.ltd.uk/　もご覧ください。

イギリスから
Hello!

お知らせ
　
「
こ
ど
も
･
女
性
１
１
０
番
　

チ
ョ
キ
ち
ゃ
ん
の
店
」
と
し
て
、

香
川
県
理
容
組
合
加
盟
店
の
お
店

が
安
全
で
安
心
で
き
る
地
域
社
会

の
実
現
の
た
め
に
協
力
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
。
被
害
に
あ
っ
た

り
、
あ
い
そ
う
に
な
っ
た
場
合

は
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
あ
る
サ

イ
ン
ポ
ー
ル
を
目
当
て
に
救
助
を

求
め
て
く
だ
さ
い
。

▲

*
*
*
*
*

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

*
*
*
*
*

*
*
*
*
*
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　７００万人都市ロンドンは、長い歴史を保ちながらも、

地域によっては高層ビルが建設され、世界のどの大都

市にも見られるような近代的な景観が出現しています。

　しかし、伝統的な古い建造物も多く混在し、新しい

ものと古いものとが融合した大都会といえます。郊外

には、ハリーポッターの映画に出てくるような風景が

広がっています。古いレンガ造りの町並み、たくさん

の大きな木々が植えられた芝生の広がる公園、そして

通りを歩いていると、どの家の玄関前にもバラ、ハーブ、

スイセン等多くの種類の花々が咲き誇っています。

　一見窮屈そうに建ち並ぶ住宅ですが、裏木戸をくぐ

れば、芝生の広がる庭があり、木々が生い茂り、自然

がいっぱいです。そこでは、ロビン、ブラックバード、

野バト、マグパイ(カササギの一種）等の野生の鳥たち

がさえずり、リスやキツネが時々姿を見せます。ここ

が大都会かと思えるほどに、自然に恵まれたすばらし

い環境だと思います。

　本来であれば、子どもたちはこんなにも恵まれた環

境の中で、伸び伸びと成長できると思うのですが、英

国の慣習法では、子どもたちだけで自由に戸外で遊ん

だり町中を歩くことは規制されています。そのためで

しょうか、子どもたちは学校へ来た日は、休憩時間や

昼休みにとにかく校庭でよく遊んでいます。また休日

を利用して、保護者と一緒によく公園等へ出かけて遊

んでいるのを見かけます。

　子どもたちの安全確保は、ここロンドン日本人学校

においても重要課題のひとつになっています。本校は

周囲を２メートル近い壁に守られ、正面玄関を入ると

専属のガードマンが常駐し、保護者と言えども、IDカ

ードを見せないと校内に入ることはできません。その

上に、セキュリティ用のカメラが校内の各所に設置され、

常に作動しています。登下校に関しても、４年生以下

は学校の玄関前まで保護者の同伴を義務づけています。

また、５年生以上になると、保護者の同伴義務はなく

なりますが、単独行動は避けて数名で登下校するよう

に指導しています。

　秋も深まり、１０月末のサマータイムが終わると、

夜が明けないうちに学校へ出かけ、子どもが帰る頃に

は日が沈んでしまうようになります。英国人に言わせ

ると、「じめじめとした、暗い冬の気候」が続きますが、

子どもたちの明るく元気な笑顔が暗さを吹き飛ばして

くれることでしょう。

ロンドン日本人学校教頭　白川　明徳



マジックショー（本門寺境内）

大坊市
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　仁尾町学校給食センターは、平石・曽保幼稚園、仁尾・

曽保小学校、仁尾中学校、合わせて７５０人の給食を提供

しています。仁尾町は、果物の栽培が盛んで、みかん・び

わは県内でも有数の産地です。それら地元の新鮮でおいし

い食材を学校給食でも取り入れています。給食センターで

は、毎月１回、献立委員会を開き、各学校・園と意見を交

換しながら、食育につながるおいしく栄養バランスを考え

た、安心・安全な給食づくりを目指しています。

　各学校・園では、さまざまな食育を進めていますが、今

回は、仁尾小学校での取り組みを紹介します。同校では、

平成１７・１８年度に家庭科の研究指定を受けて、家庭科

を学習する５・６年生に限らず、全学年で他教科や給食、保

健、栽培活動との関連を図りながら食育に取り組んでいます。

　また食育は、家庭との連携が欠かせません。家庭や地域

とのかかわりを深めながら、実生活につながるような取り

組みを行っています。

仁尾町学校給食センター

家庭科（６年）の授業風景

「健康にいい朝食のおかずを作ろう」
大根の雪花（せっか）

だいこん

にんじん

干ししいたけ

油揚げ

豆腐

油

濃口しょうゆ

みりん

だし汁

① 大根、人参、干ししいたけ、油揚げは短

　 冊切りにする。

② 鍋に油を入れて熱し、①を炒める。

③ だし、しょうゆ、みりんを入れて煮る。

④ やわらかくなったら、水切りした豆腐を

　 粗くつぶして加え、豆腐が煮えたら火か

　 らおろす。

材料（4人分）

作り方

メニュー紹介

シリーズ
なんなん？食育No.５

…………

…………

……

……………

………………

…………………

……

……………

……………

秋 の 収 穫 祭秋 の 収 穫 祭秋 の 収 穫 祭
１１月１８日(土)�

たからだの里物産館　☎６７－３８８３�

財田支所事業課　　　☎６７－０１０４

午前９時～午後４時

たからだの里物産館前

　たからだの里は昔からおいしいものができ

る伝説の里。�

　この時期、柿・みかんなどを中心に、サツマ

イモ・大根などおいしい野菜がいっぱいです。

　福投げ・餅つき大会・うどん打ち体験など

各種イベントも開催します。みんなで楽しい

一日をお過ごしください。

場　所

場　所

日 時日 時

日ごろの感謝をこめて日ごろの感謝をこめて

問い合わせ

▲

大坊市大坊市大坊市

本門寺境内

江戸時代から続く初冬の風物詩

ほか

みんなの朝食は、

赤や緑の食品が

少なかったね。

（文化センター）

（文化センター）

囲碁大会（社会福祉センター）

婦人会チャリティーバザー

この本もったいない市

讃岐源之丞公演（インパルみの）

23日（木）

これからが旬の野菜を

使った郷土料理です

卵や野菜をゆでたり、

炒めたりしておかず

を作るよ。



豊中都市計画道路 笠田本山線（国道11号拡幅）
公聴会を開催します
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豊中都市計画道路 笠田本山線（国道11号拡幅）

狩猟免許取得補助事業の
お知らせ

１９年産麦の作付け農家の皆さんへ

公聴会を開催します
　豊中都市計画道路笠田本山線（国道１１号拡幅）の案などについては、９月に説明会を開催しました。次に国

道１１号拡幅の素案を市民の皆さんに閲覧していただき、その上でさまざまなご意見をいただくための公聴会

を開催します。

日　時 １２月２１日（木）午後１時３０分～ 場　所 三観広域防災センター

提 出 先：香川県土木部都市計画課 〒７６０－８５７０　高松市番町四丁目１番１０号
提出期限：１１月２１日（火）持参の場合は、土･日曜日を除く。郵送の場合は、当日までの消印有効。

公述申し出の期限およびその手続き

　公聴会に出席して意見を述べたい方は、素案の閲覧場所に公述申出書がありますので必要
事項を記載して、下記まで提出してください。

公 聴 会

内　容 都市計画道路笠田本山線（国道11号拡幅）

公述人の選定

期　間 １１月７日（火）～１１月２１日（火）　午前８時３０分～午後５時（土・日曜日は除く）

場　所 三豊市建設経済部建設課または香川県土木部都市計画課

素案の
閲覧

　公述の申し出や同趣旨の意見が多数の場合は、公述時間を制限したり、公述人を選定することがありま

す。なお、当日の公述人が決まりしだい、その結果を本人宛に通知します。

公聴会の傍聴

　公聴会を傍聴ご希望の方は、公聴会の当日、直接会場にお越しください。なお、傍聴人は発言できませ

ん。また、会場の都合により満席の場合は傍聴をお断りすることがあります。

公聴会の開催の取りやめ

受付期間

　公述の申し出が無かった場合には、公聴会の開催を取りやめることとなりますので、傍聴ご希望の方は、

念のため、県、市に開催の有無について事前にご確認のうえご来場ください。

　三豊市では、市内に在住する方で今年

度に新たに狩猟免許を取得した方に対し

て、受験手数料と初心者講習会受講料の

２分の１を補助します。

　補助対象者は、狩猟免許試験の合格者

のみです。

　補助金の交付を希望される方は、今年

度中に各支所事業課へ申請してくださ

い。

　詳しくは下記までお問い合わせください。

　品目横断的経営安定対策の加入申請期限が迫っています。秋

まきの麦を作付けされる生産者で、まだ加入申請を行っていな

い方は、早急に申請の手続きを行いましょう。

　西讃農業改良普及センター（豊中町）で、出張受付・相談窓口を開

設していますのでご利用ください。

問い合わせ　農林水産課　☎６２－１１２８
または各支所事業課

▼ 相談・問い合わせ　農林水産課　☎６２－１１２８
　　　　または各支所事業課

▼

１１月３０日（木）まで
午前８時３０分～午後５時１５分（土・日・祝日は除く）

受付窓口

香川農政事務所地域第二課（観音寺市 ☎２５－３１９１）

開設期間：１１月３０日（木）まで
毎週木曜日　午後１時～５時
（１１月２３日は、祭日のため２４日（金）に行います）
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三豊市地域新エネルギービジョンを策定します

アンケート調査実施のお知らせ

　地球温暖化防止のため、日本などの先進国に二酸化炭素など温室効果ガスの排出量削減を義務づけた京都議定書

が２００５年２月に発効し、国際的な対策が動き始めています。

　日本は２００８年から２０１２年までの排出量を１９９０年レベルより平均で６％減らさなければなりません。温室

効果ガス削減は、国民一人ひとりの責務であり、市民ぐるみ・地域ぐるみで取り組んでいく必要があります。その

一環として、石油・石炭など二酸化炭素を大量に発生する従来の化石燃料に代えて、太陽光発電、風力発電、バイ

オマスエネルギーなどの新エネルギーを普及促進させることが、重要な課題になっています。

　そこで三豊市では、独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（ＮＥＤＯ）の補助を得て「三豊市地域新

エネルギービジョン」の策定に取り組むこととなりました。この「三豊市地域新エネルギービジョン」では、三豊市

の自然環境や社会環境に適合した新エネルギーについて研究し、その普及を図るための方策を検討するものです。

　ビジョンの策定は、学識経験者を含む策定委員会での検討を経て、２００７年２月末までに策定します。ビジョ

ン策定にあたっては、市民の皆さんに対しアンケート調査や聞き取り調査、現地調査なども行う予定ですので、ご

協力をお願いします。

　技術的に実用化段階にありながら、経済的な制約等により普及が遅れているエネルギー利用
技術のことです。太陽光発電や風力発電、バイオマスエネルギーなど『再生可能エネルギー』
と燃料電池や天然ガスコージェネレーション、クリーンエネルギー自動車などの『従来型エネ
ルギーの新利用形態』に大別されます。

　地域新エネルギービジョンを策定するにあたり、広くご意見をお

聞きするため、市民アンケート（無作為に抽出した２,０００人）、事

業所アンケート（同１００事業所）、小・中学生アンケート（同２００

人）を１１月（予定）に実施します。郵送によりアンケート票が届きま

したら、ご協力をお願いします。

問い合わせ　　環境衛生課　☎６２－１１２０▼

新 エ ネ ル ギ ー と は

27

実
用
化
段
階

普
及
段
階

新
エ
ネ
ル
ギ
ー

研
究
開
発

段
階

実
用
化
段
階

普
及
段
階

研
究
開
発

段
階

石油

石炭

水力発電

太陽光発電 廃棄物発電 クリーンエネルギー自動車

燃料電池

天然ガス
コージェネレーション

廃棄物熱利用

廃棄物燃料製造

温度差エネルギー

※黒液とは、パルプ製造工程の
　際に出る廃液

太陽熱利用

風力発電

雪氷熱利用

波力発電

海洋温度差発電

エネルギー
　　　作物

（黒液※）

（木くず、廃材）

（バイオガス）（　　　　　）
（汚泥）（糞尿）

バイオマス発電

バイオマス熱利用

バイオマス燃料製造

地熱発電

天然ガス 原子力

エネルギー全般

石油代替エネルギー

再生可能エネルギー

自然エネルギー リサイクルエネルギー
ここが
新エネルギーだよ！

新エネルギーには
いろいろあるんだ。

自然エネルギー
今まであまり使われていなかった太陽の
光や熱、風の力など自然界のエネルギー
を利用します。

リサイクルエネルギー
今まで捨てていた資源（家庭などから出
るごみ）や大気と河川水の温度差などを
有効に利用します。

従来型エネルギーの新利用形態
従来から使用していた化石燃料などを新
しいアイデアや技術でよりクリーンで効
率よく使います。

従来型エネルギーの新利用形態
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三豊市ぐるっと市政バス参加者募集

好評につき
第2弾

１．運行日時

出　発　地

高　瀬　支　所

三　野　支　所

山　本　支　所

財　田　支　所

詫　間　支　所

仁　尾　支　所

豊　中　支　所

高 瀬 町 に お 住 ま い の 方

三 野 町 に お 住 ま い の 方

山 本 町 に お 住 ま い の 方

財 田 町 に お 住 ま い の 方

詫 間 町 に お 住 ま い の 方

仁 尾 町 に お 住 ま い の 方

豊 中 町 に お 住 ま い の 方

高瀬町　緑ヶ丘総合運動公園

山本町　ふれあい公園、三観広域クリーンセンター、香川用水調整池

三野町　弥谷山ふれあいの森

豊中町　三豊市役所本庁舎

詫間町　マリンウェーブ、たくまシーマックス、ボートパーク、荘内半島

仁尾町　仁尾マリーナ、文化会館

財田町　香川用水記念公園、たからだの里、塔重山公園

11月28日（火）

午前9時 出発

午後4時 解散

（予定）

～

11月29日（水）

11月30日（木）

12月 1日（金）

対　　象　　者日　　　時

2．運行コース

3．参加資格

問い合わせ　情報政策課　☎６２－１１１７

▲

　海から山までの三豊市の広さを実感し、三豊市への愛着を深めていただくために第２回市政バスを実施

します。皆さんのご参加をお待ちしています。

支所から出発、三豊市をぐるっと巡って支所へ戻るコースです。見学場所は下記のとおりです。

１８歳以上の三豊市民（高校生不可）とします。

ただし、第１回市政バスに参加した方は対象外とさせていただきます。

4．募集人員 各コース２５人（先着順）

5．参加費用 無料。ただし昼食代１,０００円を負担願います（バス乗車時に集金します)。

飲み物等は各自ご用意ください。

6．申込期間 １１月８日（水）～１０日（金）期間中でも定員になりしだい締め切ります。

7．申込方法 下記申込書により各支所総務課へお申し込みください。グループでの申し込みは５人まで

とさせていただきますので、お一人で５名を超える申し込みは受け付けできません。

※見学場所には車窓からの見学地も含まれています。また、都合により変更になる場合があります。

代表者を①欄にご記入ください。

氏　　　名 年齢

※ 記入していただいた個人情報は、参加対象者の条件に適するかの確認に使用します。

市政バス参加申込書

①

②

③

④

⑤

性別 電話番号住　　　　所

男・女

男・女

男・女

男・女

男・女

▲塔重山公園山頂展望台からの風景
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人権擁護委員に委嘱（新任）されました

全国一斉『女性の人権ホットライン』電話相談強化週間

同和をかたる悪徳商法にご注意ください
同和をかたる悪徳商法とは

電話による図書等購入の強要があった場合は

同和をかたる悪徳商法排除についてのご相談は

◇悪徳商法排除については

◇訪問販売など、各種トラブルについては

●高松法務局観音寺支局　　　　　　　　　☎25－4528

●香川県政策部人権・同和政策課　　　　　☎087－832－3202

●三豊市市民部人権課　　　　　　　　　　☎62－1121

●香川県同和問題連絡協議会代表事務局　　☎0877－58－6788

●香川県西讃県民センター　　　　　　　　☎25－5135

◇悪質な場合は

●香川県警察本部　悪質商法110番　　　　☎087－833－9449

問い合わせ　人権課　☎６２－１１２１

▲

　三豊市の人権擁護委員２７人のうち、１０月１日付けで次の方が法務大臣から新しく委嘱されました。

　人はみな人権を有しています。それぞれが個人として人権を尊重されなければなりません。しかし、残念

ながら女性に対する人権侵害が依然として発生しており、大きな社会問題となっています。法務省は平成

１２年度から悩みをもった女性が気軽に相談できる専用の電話相談窓口を設けています。それが『女性の人

権ホットライン』です。

　同ホットラインの全国一斉強化週間として、高松法務局並びに香川県人権擁護委員連合会において、女性

をめぐるさまざまな人権問題に積極的に対処するため臨時電話を増設し、下記のとおり電話相談を受け付け

ます。

　職場での男女差別やセクシャル・ハラスメント、夫やパートナーからの暴力・ストーカー行為等による嫌

がらせなどの人権侵害でお悩みの方はご利用ください。なお秘密は厳守されます。

　「同和問題はこわい問題であり、避けたほうがいい」という人々の誤った意識につけ込み、同和問題を口

実にして高額図書等の購入を強要する行為が県内で多発しています。（国はこれらの行為を「えせ同和行

為」と呼んでいます。）

　売り込みは「同和」「人権」等を冠した、実態があるかどうかも不明の団体名をかたって行われることが

多いのですが、実在する運動団体と関係があるかのような言い方をしてくることもあります。

　いずれにしても、同和問題解決のために真摯に取り組んでいる運動団体で、このような売り込みをしてい

るところはありません。

　えせ同和行為は、差別意識の解消に向けた教育や啓発の効果を覆し、同和問題の解決に真剣に取り組んで

いる人たちや同和関係者に対する国民のイメージを著しく損ねるものであり、同和問題解決の大きな阻害要

因となっています。

　購入の意思がないのであれば、「いりません」と断ってすぐ切ることが肝要です。相手のペースに巻き込

まれないようにしましょう。

　山　訓子さん（三野町）　　　岡　　千代子さん（財田町）

１１月１３日（月）～１９日（日）

午前８時３０分～午後７時３０分（ただし、土・日曜日は午前１０時～午後５時）

『女性の人権ホットライン』☎０５７０－０７０－８１０（常設）または ☎ ０８７－８２１－６１８１

香川県人権擁護委員連合会男女共同参画社会推進委員会所属の人権擁護委員

期　間

時　間

相談員

電話番号

29
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人
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◆
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（
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）
〜
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員
に
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◆
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寺
市
農
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産
係
）
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２３
・
３
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３
１

マリンウェーブ情報
マリンウェーブ　☎５６－５１１１▼

コ　ー　ス　名

①「弥生会計 06」入門

②さくさく年賀状作成

③中高年のための
　　　　パソコン入門

④デジタルカメラ入門

⑤かんたん
　ホームページビルダー

日　程 時　間 受講料場所

　
　
　

ま
た
は
イ
ン
パ
ル
み
の

三
野
町
は
ぐ
く
み
工
房

三豊市誕生一周年記念

平成１９年１月８日（月・祝）
１１月１６日（木）

１１月１２日（日）

※曲目が変更する場合もあります

瀬戸フィルハーモニー交響楽団

一般５００円／学生１００円

別府　葉子（ヴォーカル＆ギター）
鶴岡　雅子（ピアノ＆アコーディオン）
冨山　利三（ベース）

シャンソン ウィズ ザ フォーリング リーブス

第２回作品　はっけよ～い　のこった！

Chanson with the 〝fall″ing leaves
ニューイヤーコンサート

ワンコイン・ロビーコンサート

とらまる人形劇たくま公演

演　奏

料　金

午前の部：１１時～正午　午後の部：１時～２時

詫間町商工会女性部（詫間勤労会館内）☎８３－２３２５

入場料

発売場所・問い合わせ

山田　和樹指揮者

桂　こけ枝司　会

オーバー・ザ・レインボー

ふるさと　早春賦

春の声（ウィンナーワルツ）

美しき青きドナウ（ウィンナーワルツ）

カルメン序曲　他

プログラム

キャサリン・キャッシュソリスト（ヴァイオリン）

チケット
好評発売中！！

午後２時 開演

午後７時 開演

全席指定 一　　　般 ２,５００円 高校生以下 ５００円

全席前売　３００円

～七つの彩　七つの風～
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月
11
日
〜
17
日
は

　
　
税
を
考
え
る
週
間
で
す

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

あ
な
た
の
会
社
で
は

　
一
般
事
業
主
行
動
計
画
の

　
　
策
定
・
届
出
は

　
　
も
う
お
済
み
で
す
か
？

http://w
w
w
.kagaw

a-roudou.jp/

　
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
観
音
寺

は
、
専
門
的
職
業
を
も
つ
女
性
で

組
織
す
る
奉
仕
を
目
的
と
し
た
団

体
で
す
。「
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
」

の
収
益
金
は
福
祉
な
ら
び
に
社
会

事
業
に
貢
献
す
る
た
め
に
使
っ
て

い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

◆
日　

時

　
１１
月
１２
日（
日
）

　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

◆
場　

所

　
観
音
寺
市
民
会
館
中
ホ
ー
ル

◆
出
品
物

　
会
員
の
持
ち
寄
り
品
、
手
作
り

　
品
、
地
域
特
産
品
他
、
フ
ァ
ッ

　
シ
ョ
ン
バ
ザ
ー
ル

無
料
税
務
相
談

◆
日　

時

　
１１
月
１４
日（
火
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
場　

所

　
働
く
婦
人
の
家

　（
観
音
寺
市
役
所
横
）

年
末
調
整
説
明
会

◆
日　

時

　
１１
月
２１
日（
火
）

　
午
前
１０
時
〜
正
午

　
午
後
２
時
〜
４
時

◆
場　

所

　
高
瀬
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

◆
問
い
合
わ
せ

　
観
音
寺
税
務
署

　

☎
２５
・
２
１
９
４

　
少
子
化
が
進
む
中
で
、
次
世
代

育
成
支
援
の
た
め
の
一
般
事
業
主

行
動
計
画
を
策
定
し
、
都
道
府
県

労
働
局
に
届
け
出
る
こ
と
が
事
業

主
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。（
次
世

代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
）

・
３
０
１
人
以
上
の
労
働
者
を
雇

　
用
す
る
事
業
主
…
義
務
付
け
ら

　
れ
て
い
ま
す
。

・
３
０
０
人
以
下
の
労
働
者
を
雇

　
用
す
る
事
業
主
…
努
力
義
務
で

　
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　
香
川
労
働
局
雇
用
均
等
室

　
☎
０
８
７（
８
３
１
）３
７
６
２

税務課からのお知らせ

国 民 健 康 保 険 税（第５期分）

介護保険料普通徴収（第５期分）
１１月は、

の納付月です。

口座振替日および納期限

（香川県人口移動調査による）

世帯数

総人口

世帯

人

2 3 , 1 3 4

7 0 , 8 4 2 人

人男

女

3 3 , 6 5 1

3 7 , 1 9 1

三豊市の人口 平成18年10月1日現在

１１月３０日（木）

問い合わせ 税務課　☎６２－１１１４

納期限内に納めましょう！

三豊市社会福祉協議会へ

篠　原　セツ子（山本町）

竹　内　フミヱ（詫間町）

小　野　　　誠（高瀬町）

淡　河　利　鷹（山本町）

眞　鍋　武　男（仁尾町）

三　井　嘉　隆（仁尾町）

綾　　　武　幸（三野町）

矢　野　　　典（高瀬町）

高　田　修　次（高瀬町）

高瀬町公民館麻分館へ

近　藤　惠美子（高瀬町）

心 温 ま る 贈 り も の
　このたび、次の皆さまより善意のご寄付をいた

だきました。厚くお礼申し上げます。

（敬称略・受付順）

（9月受付分）

　心身ともに健康で安心して暮らせる
まちづくりを目指して、『健康・福祉
まつり』を開催します。
　みなさまのお越しをお待ちしています。

★日　時

　１１月２３日（祝）午前１０時～午後４時

★ 場　所

　マリンウェーブ

★催し物

　・ 協力団体による出展
　　（詳細はチラシをご覧ください）
　・ 社会福祉大会
　・ 健康講演会『 生き生きと 』
　　　　　講師　丸山　和也 弁護士

★主　催

　三豊市／三豊市社会福祉協議会

★問い合わせ

　三豊市健康・福祉まつり実行委員会
　　　　　　　　　　　（保健課内）
　☎６２－１１２２

… 地域で育てよう食と健康と福祉 …

三豊市健康・福祉まつり開催
第１回



精神デイケア…障害福祉課　☎62－1127

健診・健康相談…保　健　課　☎ 62－1122

まちの相談コーナー

この広報紙は再生紙100％を使用しています。

水

月

火

火

水

木

金

月

月

水

金

水

4

11

18

25

5

12

19

26

6

20

27 28 29 30

7

1413

21

8

1 2

15

22

9

16

23

3

10

17

24

問い合わせ

月１１
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（10：00～15：00)

（10：00～15：00)

（13：30～16：00)

（10：00～15：00)

（13：30～16：00)

（10：00～15：00)

（13：30～16：00)

（13：30～16：00)

（10：00～15：00)

（10：00～15：00)

（10：00～15：00)

（10：00～15：00)

（10：00～15：00)

（10：00～15：00)

（10：00～15：00)

（10：00～15：00)

三豊市役所　第3庁舎　2階会議室

三野町社会福祉センター　3階談話室

高瀬支所　3階302会議室

詫間福祉センター　第2会議室

山本町農村環境改善センター　生活相談室

財田支所　第1会議室

三野支所　2階会議室

豊中町農村環境改善センター　会議室

高瀬支所　3階会議室

仁尾支所　2階会議室

山本支所　1階住民相談室

詫間福祉センター　第2会議室

三豊市役所　第3庁舎　2階会議室

高瀬支所　3階会議室

三野町社会福祉センター　3階談話室

仁尾支所　2階会議室日28
日27
日22
日17

日15

日9

日10
日13

日7

日8

日6
日1 豊　中

三　野

高　瀬

詫　間

山　本

財　田

三　野

豊　中

高　瀬

仁　尾

山　本

詫　間

豊　中

高　瀬

三　野

仁　尾

農　　事　　相　　談

農　　事　　相　　談

農　　事　　相　　談

農　　事　　相　　談

人　　権　　相　　談

人　　権　　相　　談

人　　権　　相　　談

行　　政　　相　　談

行　　政　　相　　談

行　　政　　相　　談

行　　政　　相　　談

社会保険（年金）出張相談

人　　権 行政相談

人　　権 行政相談

人　　権 行政相談

行　　政 男女共同参画相談

11 月

32

山地外科医院
（三野町☎７２－２５７７）

森内科医院
（観音寺市☎２５－７３６３）

森歯科医院
（観音寺市☎２５－２０７７）

医

医

歯

高瀬第一病院�

（高瀬町☎７２－３８５０）

三野小児科医院
（観音寺市☎２５－７７８８）

医

医

森川整形外科病院
（高瀬町☎７２－５６６１）

富田内科医院
（観音寺市☎２４－０１８０）

三宅歯科医院
（山本町☎６３－８５００）

医

医

歯

みずた内科医院
（詫間町☎８３－７２１８）

クニタクリニック
（観音寺市☎２５－１５７７）

クロダ歯科医院
（観音寺市☎２５－８３４８）

医

医

大西医院
（山本町☎６３－２０８１）

辻整形外科医院
（観音寺市☎５７－１１００）

医

医

歯

小野医院
（詫間町☎８３－８１８１）

クリニック池田
（観音寺市☎２３－１５００）

みやざき歯科医院
（詫間町☎８３－７２２２）

医

医

歯

禁煙教室詫福

１３：１５～１３：３０受付�

4カ月児健診�豊保

１３：３０～１３：５０受付

離乳食講習会豊保

１３：１５～１３：３０受付�

健康相談高農

９：３０～１１：００

4カ月児健診�三保

１３：３０～１３：５０受付

健康相談山保

９：３０～１１：００

１０カ月児健診�豊保

１３：３０～１３：５０受付�

詫福

８：３０～１６：００

詫間町乳がん
（マンモグラフィ）検診

詫福

８：３０～１６：００

詫間町乳がん
（マンモグラフィ）検診

精神デイケア高公

１３：３０～１５：００

健康相談詫福

９：００～１０：００

健康相談松コ

１０：３０～１１：３０
健康相談三社

１３：３０～１５：００

１歳6カ月児健診三保

１３：３０～１３：５０受付

基本健康診査結果説明会仁福

　９：３０～１１：００
１３：３０～１５：００

健康相談豊保

１３：３０～１５：００

離乳食講習会三保

１３：１５～１３：３０受付

1歳6カ月児健診豊保

１３：３０～１３：５０受付 対象は、仁尾町で基本健康

診査を受けた方

健康相談財国

１３：３０～１５：００

３歳児健診�三保

１３：３０～１３：５０受付

精神デイケア三太

１３：３０～１５：００

3歳児健診豊保

１３：３０～１３：５０受付

精神デイケア山ふ

１３：３０～１５：００

健康・福祉まつり

2歳児健診�三保

１３：３０～１３：５０受付�

２歳児健診�
１３：３０～１３：５０受付

豊保

10カ月児健診�
１３：３０～１３：５０受付�

三保

文化の日

勤労感謝の日

大見小学校献血
１０：００～１２：００
１３：００～１５：００

仁尾支所献血
１０：００～１２：００
１３：００～１５：００

マリ

１０：００～１６：００

休
日
当
番
は
、
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

医 歯休日当番医 休日当番歯科医

高瀬町農村環境改善センター

高瀬町公民館

高瀬町二ノ宮地区農業構造改善センター

豊中町保健センター

山本町保健センター� 

山本町ふれあいプラザ� 

三野町保健センター� 

仁尾町福祉会館

財田町国保高齢者保健福祉支援センター� 

詫間福祉センター

松崎コミュニティセンター

マリンウェーブ

三野町太陽の家

三野町社会福祉センター

高農

高公

高二

豊保

山保

山ふ

三保

仁福

財国

詫福

松コ

マリ

三太

三社

高二

１３：３０～１５：００

健康相談

対象は、平成18年6月～9

月生まれの第1子

第2子以降は希望連絡のあ

った方

対象は、平成18年6月～9

月生まれの第1子

第2子以降は希望連絡のあ

った方

生活習慣病予防教室豊保

１３：３０～１５：３０
対象は、山本町・豊中町・財
田町で基本健康診査を受け
た方

月曜日日曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

広
報
み
と
よ

１１
月
号

発
行
・
編
集
　
三
豊
市
役
所

政
策
部

情
報
政
策
課

三
豊
市
豊
中
町
本
山
甲
2
0
1
番
地
1
　
☎

６２
・
1
1
1
7

〒
7
6
9
ー

1
5
9
3

平
成
１８
年
１１
月
1
日
発
行

　4カ月児健診

10カ月児健診 

1歳6カ月児健診

2歳児健診

3歳児健診

※今回の乳幼児健診の対象は、下記のとおりです。

平成18年7月1日～7月31日生まれ

平成18年1月1日～1月31日生まれ

平成17年4月1日～4月30日生まれ

平成16年4月1日～4月30日生まれ

平成15年4月1日～4月30日生まれ
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